
掲載している情報は、10月17日現在のものです。新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、変更となる場合があります。
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笑
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
か
、

心
の
底
か
ら
。

笑
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
か
、

心
の
底
か
ら
。

　久しぶりに訪れてみると懐かしさを感じるふるさとの風景。以前、
田畑だった場所や鉄道が通った道は住宅が建ち並び、街並みや景
観は大きく変わってきました。今、当たり前にそこにある風景の写真
を見ながら、その歴史を少し辿ってみましょう。

福津 今昔の

Present and Past

～変わる風景  変わらない風景～

Fukutsu vol.6 津屋崎海水浴場津屋崎海水浴場

　明治39年の初夏、津屋崎千軒の西側の海岸に津屋崎高等小学校の学童の遊泳場ができた
のが津屋崎水浴場の始まりといわれています。海水浴場は年を追ってにぎわうようになり、昭和
53年には年間458,000人もの人が海水浴に訪れました。近年、運営する民宿の数は減少してき
ているものの、遠浅で美しい海岸には今も大勢の人が訪れます。

たど

▲玄界灘が一望できる抜群のロケーションで、ゆった
りと過ごすことができる静かで広い砂浜。写真奥に
そびえる大峰山のシルエットは、今も昔も変わって
いません

▲子どもたちが安全に遊ぶことができるよう、砂浜か
ら少し沖に棒を立て、その間を網で囲み、小舟を沖
に浮かべて飛び込んだり、遊んだりできるよう工夫
を凝らしていたといいます

▲宗像警察署津屋崎交番前の海岸通りから、信号前
の海側の道を福間方面に進むと建ち並ぶ海の家。
海を見ながら食べられる、特産品のマダイのほか、
新鮮な魚介類を使った料理は絶品です

▲舗装されていないデコボコの道に「我こそが」と主
張し合う店の看板。道幅は現在よりも狭く、道端に
ドラム缶が置かれるなど、生活道路としての様相を
呈しています

津屋崎
海水浴場

４９５

津屋崎交番
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乳幼児を家に残して外
出する、食事を与えな
い、ひどく不潔なままに
する、車の中に放置す
る、重い病気になって
も病院に連れて行かな
い、他の人
が子ども
に暴力を
振るうこと
を放置す
るなど

言葉で脅かす、無視す
る、きょうだい間で差
別的な扱いをする、子
どもの目の前で家族に
対して暴
力を振る
う（DV）
など

心理的虐待 ネグレクト

殴る、蹴る、たたく、投
げ落とす、激しく揺さぶ
る、やけどを負わせる、
溺れさせ
る、家の
外に閉め
出すなど

子どもへの性的行為、
性的行為を見せる、ポ
ルノグラフィ
の被写体に
するなど

性的虐待 身体的虐待

　全
国
の
児
童
相
談
所
が
令
和
3

年
度
に
把
握
し
た
虐
待
件
数
は
、

20
万
7
千
件
を
超
え
ま
し
た
。
過

去
最
多
を
更
新
し
た
今
、
皆
さ
ん

も
児
童
虐
待
に
つ
い
て
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　児
童
虐
待
は
、
親
や
親
に
代
わ

る
教
育
者
な
ど
が
子
ど
も
に
対
し

て
行
う
行
為
で
「
身
体
的
虐
待
」

「
性
的
虐
待
」「
ネ
グ
レ
ク
ト
」「
心

理
的
虐
待
」
の
4
つ
の
型
に
分
類

さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
行
為
は
、
子
ど
も
の

心
身
の
成
長
や
人
格
の
形
成
に
重

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
子
ど
も

が
い
る
全
て
の
家
庭
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
行
為
を
な
く
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　子
ど
も
の
し
つ
け
と
し
て
「
言
う

こ
と
を
聞
か
な
い
の
で
た
た
い
た
」

「
い
た
ず
ら
を
し
た
の
で
長
時
間
正

座
を
さ
せ
た
」
な
ど
の
行
為
を
自

分
や
周
囲
の
人
が
行
っ
て
い
ま
せ

か
。
た
と
え
、
し
つ
け
の
た
め
と
親

が
思
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
行

為
は
全
て
体
罰
で
あ
り
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
つ
け
は
、
子

ど
も
の
社
会
性
を
育
む
行
為
で
あ

り
、
体
罰
と
は
異
な
る
行
為
で
す
。

　　配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関

係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら

振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
を
ド
メ
ス

テ
ィッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
以
下
、

D
V
）
と
い
い
ま
す
。

　D
V
被
害
を
受
け
て
い
る
人
は
、

加
害
者
に
対
す
る
恐
怖
心
な
ど
か

ら
、
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
を
や

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、D
V
が
起
き
て
い
る
家
庭
で
は
、

児
童
虐
待
が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　さ
ら
に
目
の
前
で
D
V
が
行
わ
れ

る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
傷
つ
け
て
し

ま
う
「
面
前
D
V
」
と
い
わ
れ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
D
V
ま
で
は
い

か
な
く
て
も
、
親
が
け
ん
か
を
よ
く

す
る
な
ど
あ
ま
り
仲
が
良
く
な
い

様
子
を
見
せ
る
こ
と
も
、
子
ど
も

の
心
身
の
成
長
に
決
し
て
良
い
影
響

は
与
え
ま
せ
ん
。

　D
V
と
児
童
虐
待
は
、
決
し
て

無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
絵
は
、
あ
る
子
ど
も
が
描
い
た
絵
で
す
。

女
の
子
が
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
、
左
側
に
は
「
だ
い
す
き
」
の
4
文
字
が
。

絵
全
体
の
雰
囲
気
も
明
る
く
、
こ
の
絵
を
描
い
た
子
ど
も
の
心
の
底
か
ら
の
笑
い
声
が

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
全
て
の
子
ど
も
が
、
心
の
底
か

ら
笑
え
て
い
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

「
児
童
虐
待
」
と
は
？

そ
れ
「
し
つ
け
」
で
す
か
？

「
体
罰
」
で
す
か
？

　

子
ど
も
は
親
の
様
子
を

見
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　問
い
合
わ
せ

　市
子
ど
も
課 

☎
3
9
・
3
1
4
8

こんなことも
体罰になります

・何度も言葉で注意した
けど言うことを聞かな
いので、頭をたたいた
・いたずらしたので、長
時間正座をさせた
・宿題をしなかったので
夕食を与えなかったなど

「しつけ」と
「体罰」は
全く違います

こんなことは
「面前DV」です

「面前DV」は、
子どもの心を傷つける

虐待です

子どもの前で
家族を殴る

子どもの前で
家族に暴言を

吐く

子どもの前で
夫婦で激しく
言い争う

児童虐待とは…？

児童虐待について考える特
集

児
童
虐
待
に
つ
い
て
考
え
る

11
月
は
虐
待
防
止
月
間
で
す

広報ふくつ3 広報ふくつ 2



◀宗像児童相談所　家永志おり所長

　児童相談所は児童福祉法に基づき、全ての子どもが心身ともに健やかに育ち、その持てる力を最大
限に発揮できるよう、子どもや家庭を援助することを目的にした相談援助機関です。宗像児童相談所は、
福津市を含む 5市 6町を管轄しています。

　相談内容は、虐待だけでなく「家庭の事情で育てられない」などの養護相談や「知的な遅れがある
のではないか心配」といった障がい相談、家出や窃盗などの問題行動に関する非行相談、「落ち着きが
ない」「生活習慣が心配」「不登校」などの育成相談など、さまざまです。

　虐待などの相談件数は毎年増加しています。話を聞くと、「何度言っても子どもが問題行動をやめな
いので、感情的になって手が出てしまった」など、どうしていいのか分からず困っているという気持

ちを抱えて相談するかたが、とても多いと感じます。

　子どもの問題がどうして起きるのか、他に心配なことがあるのかな
ど、ご家庭の様子を聞きながら、子どもと関わっていくのが市の家庭
児童相談室や児童相談所の役割です。市が定期的に開催し、関係各機
関や地域のかたが集まる「要保護児童対策地域協議会」に児童相談所
も参加し、地域で子どもたちが安心して暮らすために、どんな支援が
必要かということを話し合っています。

　子どものことで気になることがあったら、まずは市役所や児童相談
所にご相談ください。つながることを第一に考え、皆さんと関わって
いきます。

平成31年度～令和3年度
福津市における虐待件数

※虐待相談件数は年々増加傾向ですが、令和2年度は令和2年3月
～令和2年５月に緊急事態宣言が出され、休校になり学校経由
の通告が減ったため、前年度よりも少なくなっています
※年代別相談件数では、未就学児が42％、小学生が37％、中学生が
13％、高校生が8％と子どもの年齢が低いほど多くなっています

平成３１年度 令和2年度 令和3年度

身体的虐待

性的虐待

心理的虐待

ネグレクト

計

45

2

55

27

129

37

0

76

6

119

74

2

128

35

239

　児
童
虐
待
は
、
ど
の
家
庭
で
も

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
家

族
間
の
す
れ
違
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足
、経
済
的
な
問
題
、

周
囲
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
な

ど
、
　子
育
て
を
す
る
中
で
生
じ

る
不
安
や
寂
し
さ
か
ら
、
虐
待
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　親
自
身
が
、
子
育
て
の
不
安
や

寂
し
さ
を
晴
ら
し
た
い
、
子
ど
も

へ
の
虐
待
を
本
当
は
や
め
た
い
と

望
ん
で
い
る
場
合
も
多
い
は
ず
で

す
。
家
庭
の
問
題
だ
か
ら
と
家
庭

内
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
い
、
事
態

が
悪
化
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　悩
み
が
あ
っ
た
り
、
虐
待
が
起

こ
っ
た
り
し
て
い
る
家
庭
に
は
、

周
囲
の
温
か
い
支
え
と
適
切
な
支

援
が
必
要
で
す
。

　「学
校
で
友
達
が
で
き
な
い
」

「
夜
遊
び
が
多
い
」「
身
体
的
・
知

的
な
発
達
の
遅
れ
が
あ
る
」な
ど
、

子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
は
尽
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
悩
み
が
虐
待
の
原
因
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、
悩
み
が
あ
る
の
は
決

し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
子
ど

も
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
見
守

り
、
考
え
て
い
る
証
し
で
す
。

　も
し
何
か
悩
み
ご
と
が
あ
れ

ば
、
市
の
「
家
庭
児
童
相
談
室
」

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
児

童
相
談
室
は
、
市
こ
ど
も
課
内
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
知
識
や
経

験
が
あ
る
相
談
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
直
接
、
窓
口
で
相
談
す
る
ほ

か
に
、
電
話
で
相
談
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
家
族
や
親
戚
、知
人
、

友
人
、
近
所
の
人
や
子
ど
も
本
人

な
ど
、
ど
な
た
で
も
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
に
つ
い

て
の
心
配
ご
と
を
家
庭
や
学
校
、

地
域
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
考

え
、
解
決
す
る
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。も
ち
ろ
ん
必
要
が
あ
れ
ば
、

児
童
相
談
所
や
警
察
署
な
ど
と
も

連
携
し
ま
す
。

　悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
に
、
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
も
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　市
に
お
け
る
虐
待
相
談
件
数

は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
連

絡
し
て
き
た
人
で
1
番
多
い
の
は

「
家
族
・
親
戚
」
と
「
警
察
」
で
、

そ
れ
ら
の
次
は
「
学
校
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
周
囲
の
人
か
ら
の
連

絡
は
、
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　平
成
16
年
に
児
童
虐
待
防
止
法

が
改
正
さ
れ
、
虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場

合
に
は
、
誰
で
も
市
や
児
童
相
談

所
な
ど
に
連
絡
す
る
義
務
が
課
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　「い
つ
も
聞
こ
え
て
い
た
子
ど

も
の
声
が
聞
こ
え
な
い
」
な
ど
、

不
審
に
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
き

に
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。
連
絡
し
た
人
が
特

定
さ
れ
な
い
よ
う
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
連
絡
を
受
け
て
、

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
の
家
庭
な
ど
か
ら
話
を
聞
い
た

結
果
、
虐
待
で
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
し
て
、
子
育
て
な
ど
に
関
す

る
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「家
庭
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
」

「
子
ど
も
へ
の
虐
待
を
何
と
か
し

て
や
め
た
い
」「
周
り
で
気
に
な

る
子
ど
も
が
い
る
」、
そ
の
よ
う

な
と
き
に
は
、
相
談
す
る
こ
と
へ

の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ

い
。　児

童
虐
待
は
家
庭
だ
け
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
な

の
で
す
。

児
童
虐
待
は

特
別
な
こ
と
で
は
な
い 

あ
な
た
に
も

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

一
人
で
悩
ま
ず
に

「
市
家
庭
児
童
相
談
室
」
に
相
談
を

・なかなか家に帰りたがらない

・朝早くから外に出されている

・なんだか不自然な傷やあざがある

・季節に合わない格好や汚れた服を着ている

・尋常でない泣き声が聞こえる

・いつも聞こえていた子どもの声が聞こえない

　など

こんなときには迷わず連絡を！

福津市 家庭児童相談室　
☎４３・８２１８　午前９時～午後５時
　　　　　　　　（土曜・日曜日、祝日、年末年始を除く）

宗像児童相談所（虐待や子どもへの接し方についての相談）
☎３７・３２５５　午前８時３０分～午後５時15分
　　　　　　　　（土曜・日曜日、祝日、年末年始を除く）

児童相談所 全国共通ダイヤル（24時間受け付け) 
☎１８９（いちはやく）　虐待相談ダイヤル
☎０１２０・１８９・７８3　 子育てなどの相談ダイヤル

子どもホットライン24（教育・健康・家庭・非行などの相談）
☎０９２・６４１・９９９９　24 時間受け付け

相談・連絡先一覧　

児童虐待について考える特
集

近くに児童相談所があることを知っていますか。
名前は聞いたことがあるけれど、どんなときに利用するところなのでしょうか？
市を管轄する宗像児童相談所（宗像市東郷1丁目 2-3）で家永所長の話を聞
いてきました。

広報ふくつ5 広報ふくつ 4



全国消防救助技術大会出場に伴う展示訓練

命を救う技術を磨き続ける
　各地の支部代表が消防救助技術を披露する全国
消防救助技術大会が、東京都立川市で行われるの
に合わせて、8月24日に宗像地区消防本部で展示
訓練を開催しました。
　九州支部の代表として、宗像支部からは「はしご
登はん」に1人と「ロープブリッジ救出」に2チー
ム出場しました。同じ種目に2チーム出場するの
は、宗像支部では初めてだそうです。8月26日に
行われた全国大会では、九州支部の代表として、
素晴らしい技術を披露してくれました。

　　ＴＯＷＮ　ＴＯＰＩＣＳ　　　　vol.1

まちの話題 拡大版WEBやSNSで
情報発信中です！ 　　市公式ホームページ

https://www.city.fukutsu.lg.jp/
　　市公式フェイスブック
https://ja-jp.facebook.com/fukutsu.city
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　発行月に1歳の誕生日を迎
える赤ちゃんの写真を募集
しています。掲載を希望
する人はプリントした写
真を子育て支援センター
なかよしに持参するか、
市公式ホームページでも受
け付けています。持参の場合、
写真はプリントしたものに限りま
す。データの持ち込みは受け付けられません。
　毎号先着24人で、1月生まれの赤ちゃんは11
月18日（金）が受付期限です。
受付、問い合わせ　市子育て支援センターなか
よし（ふくとぴあ）☎35・8382
休館日　月曜日、第2土曜日とそれに続く
日曜日、祝日
　　　                     ▶写真申込フォーム

１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集
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ドッジボール日本代表に選出

心おどる瞬間を求めて
　福間南（原町）出身の森美月さんがドッ
ジボールのマルチボール種目日本代表に
選出されました。
　マルチボールとは、コート内で布製5個
のボールを使い、男女混合カテゴリーな
どで戦うドッジボールです。ボールを投
げる腕力も大切ですが、何よりもボール
が多くなることで、戦術が重要となり、
試合中のチーム内での声掛けや意思疎通
などのチームワークが大切になります。
　「ボールをキャッチした瞬間が一番心が
おどる」と、うれしそうに話してくれた
森さん。12月にエジプトのカイロで開催
されるワールドカップに出場します。

▶ボールを手にドッジボールの面白さを語る森さん

▲本番さながらの真剣さでロープを渡っていきます

福間中学校サッカー部が２年連続九州大会出場

また次の舞台へ
　中学校の部活動の集大成「県中学校総合体育大
会」が7月28日から3日間にわたって開催され、福
間中学校サッカー部が準優勝しました。福間中学
校サッカー部は昨年の同大会で優勝しており、2
年連続での九州大会出場を果たしました。
　残念ながら九州大会では敗退し、全国大会出場
は逃しましたが、新主将となった真鍋愛十さんは
「もうすぐ新人戦が始まるので、先輩たちを超えら
れるよう頑張りたい」と、次の大会に向けた抱負
を話してくれました。

▶懸命にボールを追いかける真鍋さん

ふくつビーチサッカーフェスティバル2022

３年分の気持ちを込めて
　ふくつビーチサッカーフェスティバル2022が、
8月20日と21日の2日間、津屋崎海水浴場で開催
されました。
　平成11年から続いているスポーツイベントで、
今年で22回目を迎える大会です。コロナ禍の影響
で3年ぶりの開催となり、主催者や参加者は久々
の大会を待ちきれない様子でした。
　サッカーやフットサルでは見られないようなア
クロバティックなプレーが次々と飛び交い、会場
は大いに盛り上がっていました。

▲海岸清掃も行い、きれいな砂浜の感触をかみしめていました

福間南小学校防災学習

万が一に備えることの大切さ
　ふくつ防災士会の濱秀樹さんを講師に迎え、福
間南小学校5年生を対象とした防災学習を9月21日
に開催しました。
　メイン会場と各教室をオンラインで結び、濱さ
んはスライドを使いながら、災害が起こる前に備
蓄品を準備しておくこと、家の周りの危険な場所
や避難場所を家族で確認しておくことなどの大切
さを、自身の経験も踏まえて話していました。

◀熱い眼差しで防災の重要性を児童に話す濱さん
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ハッピードリームサーカス福岡・福津公演

希望と元気と感動を
　ハッピードリームサーカス福岡・福津公演がイ
オンモール福津の駐車場で 9月23日から始まり、
11月 28日（月）まで開催されています。9月 23日に
はオープニングセレモニーが開催され、市内で活動
するカメリア吹奏楽団福津による演奏やテープ
カットが行われました。
　大きな特設テントにほぼ満員の観客が集まり、
人間業とは思えない演技の数々に歓声や拍手が飛
び交っていました。中には手を引かれてステージに
招かれ、一緒に会場を盛り上げる人もいました。

　　ＴＯＷＮ　ＴＯＰＩＣＳ　　　　vol.2

まちの話題 拡大版WEBやSNSで
情報発信中です！ 　　市公式ホームページ

https://www.city.fukutsu.lg.jp/
　　市公式フェイスブック
https://ja-jp.facebook.com/fukutsu.city

ひけつ

▲いくつものフラフープをうまく操るパフォーマー

ふくつ  うまっ ( 美味い )  カリッ（ウム）  DAY

知って欲しいカリウムのチカラ
　カリウムが多く含まれている野菜や果物のチカ
ラを見直してほしいと、8月 21日にイオン福津店で
「ふくつ うまっ（美味い）カリッ（ウム）DAY」を開
催しました。
　「体にやさしい栄養の話」や福岡女子大学の学生
が考えた楽しみながら学べる「野菜・果物クイズ」
「適塩調味料」を展示。参加者は 1,000人を超え
「カリウムの働きは知らなかった」「続けて開催して
ほしい」と大好評でした。また、イオン福津店に協力
してもらい、適塩食品コーナーを常設しています。

▶楽しくクイズに参加する親子と、笑顔で応対する福岡女子大学の学生

認知症当事者の話を聞いてみませんか

伝えることで深める理解
　認知症になっても住み慣れた地域で暮
らしていくためにはどうしたらよいか考
える機会をつくろうと、地域包括支援セ
ンターが主催する認知症講座が9月21日
に市立図書館で開催されました。
　参加した12人は、若年性アルツハイマ
ー型認知症と診断された人のインタビュ
ー動画を見たり、身近な人に起きた認知
症にまつわる話をグループで共有したり
して認知症に関する理解を深めました。
また「認知症の姉との病床での会話」「物
忘れがひどくて心配な80代の夫」など、
同じような境遇で認知症の問題を抱える
人同士、熱心に語り合いました。

▶身近で起きた経験をグループで共有する参加者

宮地嶽神社秋季大祭

久しぶりの御神幸行列
　五穀豊穣、開運を祈願する秋の祭りで、多くの
観光客が集まる宮地嶽神社の秋季大祭が、9月21
日から9月23日にかけて開催されました。
　宮地浜から宮地嶽神社までを練り歩く御神幸行
列は9月23日に行われ、今年の祭王は、朝の情報
番組のお天気コーナーでおなじみの山下七子さん。
　コロナ禍の影響で3年ぶりの開催となり、沿道
では多くの人が行列を見守っていました。

◀沿道の観客に手を振る山下さん

100歳を祝う慶祝訪問

これからもより一層お元気で
　市内には9月時点で今年度100歳を迎える人が
33人います。
　今年度100歳を迎える市民を市長が訪問する慶
祝訪問を、9月22日に行いました。対象者には、
国と県それぞれから祝い状、市からは福津産の花
束を贈呈しました。
　毎回の食事の準備はもちろん、後片付けまでこ
なすという梅本年子さんは、来年1月に100歳を迎
えます。元気の秘訣を尋ねると「何でも食べること
です」と笑顔で話してくれました。

▲記念撮影に応じる梅本年子さん（左）

　小雨が降る福間海岸で「第41回シーガ
ルカップ」と「第9回福津 SUP選手権」が
9月17日に開催されました。小学生から
最高齢83歳のかたまで、約100人が大会
に参加しました。
　マリンスポーツを普及しようと長年に
わたり大会を開催してきた、有限会社ミ
ズベフィット代表取締役の門谷千秋さん
は「ウィンドサーフィンとスタンドアップ
パドルボードの大会を同時に開催できる
のは福間ならでは」と、かつて「西の湘
南」と呼ばれた福間海岸の環境の素晴ら
しさを語りながら、3年ぶりに大会を開催
できたことを喜んでいました。

▶ボードを抱え海に向かって駆け出す選手たち

「西の湘南」で３年ぶりのマリンスポーツ大会「西の湘南」で３年ぶりのマリンスポーツ大会
第41回シーガルカップ ＆ 第9回福津 SUP選手権第41回シーガルカップ ＆ 第9回福津 SUP選手権

ご しんこう



決 算

特集 令和3年度 福津市の決 算

令和 3年度　福津市の

　令和3年度一般会計の歳入額は304億3,680万円、
歳出額は295億8,386万円で、翌年度へ繰り越すべき
である財源を除く実質収支は、約5億2千万円の黒字
となりました。歳入、歳出共に前年度に比べて決算額
が減少。これは令和2年度に国の特別定額給付金事
業が行われたことで、前年度の歳入、歳出がともに大
きく増加していたことが影響しています。

1.一般会計歳入
歳入額は304億3,680万円
　歳入(収入)は304億3,680万円でした。内訳は市で
賄う「自主財源」が32.6％、国や県に頼った「依存財
源」が67.4％とな
りました。「自主財
源」のうち、最も高
い割合を占める市
税収入は前年度か
ら増加して68億
7,516万円となり
全体の22.6％を占
めています。

2.一般会計歳出
歳出額は295億8,386万円
　歳出(支出)は295億
8,386万円でした。性質別
に見ると人件費・扶助費・
公債費の「義務的経費」
は、前年度から約21億8千
万円増加し、142億9,800
万円となり全体の48.3%を
占めています。また、建設
事業費などの「投資的経
費」は、約19億4千万円増
加し、44億9,818万円とな
りました。

3.特別会計
前年度に引き続き全て黒字
　特別会計とは、保険料などの特定の収入をもって
特定の事業を行う会計のことで、事業の収支を明確
にするために一般会計と経理を区別しています。市
には国民健康保険事業と後期高齢者医療事業、介
護保険事業の特別会計があり、前年度に引き続き全
て黒字決算となっています。なお、住宅新築資金等
貸付事業は、令和3年度をもって廃止となりました。
　　　　　区分
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
住宅新築資金等貸付事業

歳入総額　
67億7,969万円
11億1,570万円
52億4,035万円

1,034万円

歳出総額　
66億9,327万円
11億844万円
51億5,951万円

1,034万円

8.健全化判断比率
財政指標は健全
　健全化判断比率とは、実質的な赤字や資金不足
額、公債費などを標準財政規模の額で割ったもので
す。財政健全化法では、「早期健全化基準」「財政再
生基準」を定め、この基準を超えた自治体に対して、
財政の早期健全化や財政の再生に取り組むことを義
務付けています。市の各種比率は、全て基準内に収
まっています。
　　各種指標

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

令和
2年度
－
－
5.6
－

令和
3年度
－
－
5.7
－

早期健全
化基準
12.8　
17.8
25.0
350.0

財政再
生基準
20.0
30.0
35.0
－

類似団体平均
（令和2年度）

－
－
  6.2
20.4

7.財政力指数
類似団体と比べ低い水準
　基準財政収入額を基準財政需要額で割った過去
3年間の平均値が「財政力指数」です。指数が高い
ほど自力があり、指数が低いほど国への依存度が高
いといえます。令和3年度の財政力指数は0.58でし
た。令和2
年度の類似
団体平均は
0.72となっ
ており、財
政基盤の強
化が必要で
す。

6.経常収支比率
前年度と比べ改善
　家計でいえば給料など毎月決まった「収入」に対
して光熱水費など毎月確実に支出する「経費」の割
合を表した数値です。この比率は財政の弾力性を示
して、数値が低いと新たな需要に対して柔軟に対応
できること
を 示 し ま
す。令和3年
度は87.1％
となり前年
度から8.4％
改善しまし
た。

5.基金（普通会計）
市の貯金残高は103億9,454万円

4.地方債（普通会計）
市の借金残高は188億3,151万円
　年度を越えて元利を償還する借入金を「地方債」
といいます。これは家計でいえばローンとなります。
令和3年度末の残高は令和2年度末から約8千万円
減少し、188億3,151万円となっています。

※実質赤字が生じていない場合やマイナスの場合は「－」と表記

 語句の説明
▶標準財政規模　合理的・妥当な水準で行政を行う
　ための標準的な一般財源の規模
▶実質赤字比率　一般会計などの実施的な赤字額
　の標準財政規模に対する比率
▶連結実質赤字比率　自治体の全ての会計の実質
　赤字額の標準財政規模に対する比率
▶実質公債費比率　自治体が負担する公債費の標
　準財政規模に対する比率
▶将来負担比率　自治体が将来にわたり負担する債
　務の標準財政規模に対する比率
▶類似団体　総務省が全国の市町村を人口規模や
　産業構造などでグループに分類。市が属するグ
　ループは、古賀市や宗像市などを含め86市で構成
　されている。

　「基金」とは市の貯金で、年度間の財源を調整する財政
調整基金や特定の目的に活用できる特定目的基金があり
ます。令和3年度末の残高は103億9,454万円となりまし
た。ふるさと納税など約13億7千万円を積み立てましたが、
事業費の財源などとして約8億6千万円を取り崩しました。

105

104

103

102

101

100

99

98

97
96

令和元年度
99億円

令和2年度
98億9千万円

令和3年度
103億9千万円

億円

基金残高

自主財源
32.6％

市税
  22.6％

依存財源
67.4％

0.80

0.75

0.70

0.65

0.60

0.55

0.50

平成29年度
0.56

類似団体平均（令和2年度）
0.72

平成30年度
0.57

令和元年度
0.58

令和2年度
0.59 令和3年度

0.58

財政力指数の推移
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190
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184
億円

令和元年度
194億8千万円

令和2年度
189億1千万円

令和3年度
188億3千万円

地方債残高

民生費
41.6％

総務費
10.3％

教育費
19.4％

衛生費
7.7％

公債費
6.7％

土木費
5.6％

農林水産業費 4.4％
消防費 2.8％
その他 1.5％

歳出の構成比
（目的別）
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平成29年度
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類似団体平均（令和2年度）
93.5

平成30年度
95.6 令和元年度

94.9

令和2年度
95.5

令和3年度
87.1

経常収支比率の推移

扶助費
31.3％

人件費
10.3％

公債費
  6.7％

補助費等
10.7％

物件費
12.5％

繰出金
  8.0％

その他
5.3％

普通建設
事業費
15.2％

義
  務
   的
   経
 費

歳出の構成比
（性質別）
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補てん財源
7.1億円

建設改良費
10.9億円

企業債借入金
5.4億円

一般会計負担金 0.9億円

国庫補助金
5.0億円

企業債償還金
7.5億円

下水道使用料
8.5億円 維持管理費

5.1億円

純利益2.7億円

一般会計負担金等
5.8億円

長期前受金戻入
6.1億円

その他 0.5億円 その他 0.5億円

減価償却費
10.3億円

支払利息 2.3億円

共働のふるさとづくり
寄附金の活用内容
　令和3年度中に市に寄せられた寄
附金は、5億8,153万円でした。令和2
年度中に寄せられた寄附金とその運
用益4億3,830万円は、次の事業に
活用されました。

　　       主な活用事業
ウミガメ保護、海岸清掃
特別支援教育総合推進事業、
児童センター事業
ひとり暮らし高齢者などの見守り、
障害者日常生活用具の給付
世界遺産の保存・活用、
津屋崎古墳群の維持管理
ボランティアセンターの管理・運営
観光推進組織の体制強化、
新設共同調理場の整備

寄附金の活用内容
用　途

自然環境の保全
子どもの教育、子育て支援

高齢者や障がい者などの福祉

文化財保護や伝統文化の継承

地域自治、ボランティア支援
その他市長が必要と認める事業

金　額  　
8,314万円

1億2,217万円

2,080万円

1,357万円

412万円
1億9,450万円

特集 令和3年度 福津市の決 算

令和3年度の主な新型コロナ対策事業
小・中学校のトイレの洋式化と改修　2,530万円
　トイレ環境の改善のため
に、市内小・中学校のトイレ
の洋式化や乾式化を計画し
ました。

保育環境改善等事業　860万円
　保育所や地域型保育事業所に感染症対策と保育
の継続のための補助金を交付しました。

確定申告の事前予約受け付け　428万円
　確定申告会場での混雑解消のため、確定申告の
事前予約システムの導入と電話での事前予約受け
付けを行いました。

農業者や漁業者への燃油高騰対策の補助　
351万円
　市内の農水産業の事業者に対して、軽油・重油
の購入のための補助金を交付しました。

▲ 令和4年8月に完成した神興小学校（左）と福間東中学校（右）のトイレ

＃福津エール飯　870万円
　市内の飲食店などを応援するために、対象店舗
で利用できる電子クーポンを発行しました。

◀広報紙でも周知
した市内の消費
喚 起 とキャッ
シュレス化推進
の事業

キャッシュレス消費の喚起　2,627万円
　キャッシュレス化の推進と新型コロナウイルス
感染症拡大に伴い打撃を受けている市内中小店舗
の売り上げ回復のため、対象店舗で PayPay 決済
を利用した人にポイント還元を行いました。

ペイ   ペイ

自宅療養者への生活支援　12万円
　県から情報提供の
あった新型コロナウ
イルス感染症による
自宅療養者に対し、市
から食料品、生活必需
品などを無料で配布
しました。

▶支援物資を受け取る市職員

電子図書館の導入　3,045万円
 　いつでもどこからでも、24時間、インターネッ
トを通して電子書籍を閲覧できる電子図書館サー
ビスを開始しました。

◀9月末現在、約
7,300の電子書
籍があり、今後も
増える予定の市電
子図書館

新型コロナウイルスワクチン接種　3億9,274万円
 　新型コロナウイルス感染症拡大防止などのた
めに、医師会と連携し、市内医療機関などの協力を
得て、新型コロナワクチン予防接種を行いました。

急患センターへの支援　6,232万円
 　新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け
た急患センターに対して、安定的な救急医療を提
供できるように支援を行いました。

令和3年度公共下水道事業会計　決算報告

　福津市では現在、多くの市民のかたに参画いただき平成 30 年にスタートさせた「『人も自然も未来につなが
るまち、福津』と未来ビジョンを掲げた『第2期福津市基本構想』」を基本とし、これをもとに昨年広報ふく
つ7月号で「所信」として掲載させていただいた『福津市まちづくり指針』での重点施策に則った行政経営
を展開しています。令和 3年度はその事業執行の初年度でございました。
　さて先日福津市は、人口増著しい活力ある都市として新聞などで紹介されました。一方
で、他自治体が体験していない急激な人口増に対応するための行政経営に直面していま
す。行政サービスの質を低下させることなく、民間活力も積極的に取り入れながら地域
の課題解決に努めること。そのために市内各地域が、その魅力を最大限発揮できる環
境の整備を行うことが、市として取り組むべきもっとも重要な政策となってまいります。
　市では現在、行政経営を戦略的に進めていくために、決算の事業効果を分析・検証
し、市議会の提言も踏まえながら、次年度予算の編成を行っています。市民の皆さま、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

市長メッセージ Message 令和３年度の事業執行決算に寄せて

福津市長

のっと

支出　18.2億円収入　20.9億円 収入　18.4億円 支出　18.4億円

 収益的収支（税抜）
下水道施設の運転、維持管理等に関する経費とその財源

  資本的収支（税込）
下水道施設の建設・改築に関する経費とその財源

　令和3年度は、本木地区で下水道管布設工事を実施しました。下水道普及率は、前年度から0.2％増加して
99.4％になりました。令和5年度には、下水道管の整備は完了する予定です。今後は、処理場および下水道管な
どの更新工事を主とした下水道の長寿命化に力を入れていきます。
　決算では、当年度純利益を計上することができましたが、一般会計からの負担金がなければ、赤字経営の状
況です。また、過去の建設投資に伴う企業債（借入金）の償還金は、令和11年度にかけて年々増加する見込み
です。令和3年度の償還金は約7.5億円でした。この償還金の増大は「資本的収支」で、財源不足の大きな要因
となっています。この財源不足を補うためにも資金の確保が重要です。

市内の下水処理を行う福間浄化センター（左）と津屋崎浄化センター（右）

不足額は、減価償却費
など内部に留保された
資金で補てんしました。

実質は
 赤字経営！！

将来に向けて
蓄えが必要！！
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不
法
投
棄
は
、
法
律
で
５
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
と
、
非
常
に
重
い

罰
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
市
内
で
も
、
空
き
缶
や
菓
子

の
袋
、
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
ご
み
が
道
路
や
海
岸
、

山
間
部
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
海
岸
や
道
路

に
マ
ス
ク
の
不
法
投
棄
が
と
て

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
目
撃
し
た
と
き

は
、
直
接
注
意
せ
ず
、
市
う
み

が
め
課
や
警
察
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
不
法
投
棄
の
回
収
に
は
、
個

人
・
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
や
自
治
会
、
郷
づ
く
り

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
た

が
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
1
人
1
人
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、

ご
み
を
決
ま
っ
た
場
所
に
き
ち

ん
と
捨
て
る
こ
と
で
、
住
み
よ

い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲市内で発見された不法投棄

外
焼
却
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
焼
却
す
る
場
所
や
時
間
、

風
向
き
に
は
、
十
分
配
慮
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
タ
イ
ヤ
や

農
業
用
を
含
む
廃
ビ
ニ
ー
ル
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
絶
対
に
焼

却
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
　
　

　
野
外
焼
却
は
、
近
隣
住
民
の

生
活
環
境
に
支
障
を
来
さ
な
い

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
住
民

か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
中

止
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
野
外
焼
却
に
よ
る
影
響

を
理
解
い
た
だ
き
、
自
然
環
境
、

近
隣
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
７
月
か
ら
、
粗
大

ご
み
は
有
料
化
し
、
自
宅
の
前

に
出
す
戸
別
収
集
と
な
り
ま
す
。

粗
大
ご
み
は
地
域
分
別
収
集
会

場
や
公
設
分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
は
出
せ
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
ふ
く
つ
9
月

号
、
ま
た
は
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

環境
掲示板
環境
掲示板
　市ではSDGsの考え方を踏まえた
環境保全に取り組んでいます。この
コーナーでは、市民の皆さんの生活
に身近な、ごみや動物、環境に関す
ることをお知らせします。

問い合わせ　
市うみがめ課☎62・5019

ご
み
の
不
法
投
棄
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

　
ご
み
を
野
外
焼
却
（
野
焼

き
）
す
る
と
悪
臭
や
煙
、
す
す
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
有
害
物
質

が
発
生
し
、
広
範
囲
に
悪
影
響

が
及
び
ま
す
。
例
え
ば
、
煙
や

臭
い
で
気
分
が
悪
く
な
る
な
ど

の
症
状
が
出
た
り
、
洗
濯
物
に

臭
い
が
つ
い
た
り
す
る
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
こ
の
た
め
野
外
焼
却

は
一
部
の
例
外
を
除
き
「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
て
、

違
反
し
た
場
合
は
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
多
数
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
野

外
焼
却
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

　
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を

営
む
た
め
に
必
要
な
刈
り
草
の

焼
却
な
ど
は
、
例
外
と
し
て
野

令
和
５
年
７
月
か
ら

粗
大
ご
み
の
有
料
化
・

戸
別
収
集
を
開
始

野
焼
き
は
禁
止×

外
と
高
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

私
も
社
会
の
一
員
と
し
て
未
来
会

議
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
福
津

に
関
し
て
の
知
識
が
な
か
っ
た
け

ど
、
未
来
会
議
の
た
び
に
自
分
の

住
ん
で
い
る
地
域
に
対
し
て
、
愛

着
が
湧
き
ま
し
た
。

　このコーナーでは、持続可能で、誰
もが幸せなまちづくりの実現に役立つ
情報を掲載しています。
問い合わせ　市まちづくり推進室☎
43・8121

のまちづくり
みんなで取り組もう

幸せ

福
間
中
学
校
3
年
生
が

「
自
分
と
福
津
の
誰
か
を
幸
せ
に
す
る
企
画
」
を
提
案

▲教室からパソコンに向かって感想を発表する生徒

▲幸せ（Well-being) を
　構成する 5つの因子

　
福
間
中
学
校
で
は
、
3
年
生
の

生
徒
が
全
員
で
福
津
市
の
現
状
や

未
来
像
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
福

間
中
発
！
福
津
市
未
来
会
議
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
テ
ー

マ
は
「
自
分
と
福
津
の
誰
か
を
幸

せ
に
す
る
企
画
」
で
す
。
地
域
の

か
た
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
夏
休
み
前
か
ら
ア
イ
デ
ア
出

し
な
ど
の
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

９
月
２
日
、
企
画
の
仕
上
げ
に
先

立
ち
、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
の

職
員
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
の
感
想

・
今
は
、
中
学
校
に
通
っ
て
い
る

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
に

関
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
今
後
進
学

や
就
職
す
る
と
、
地
域
に
関
わ
れ

な
い
こ
と
が
増
え
て
く
る
と
思
う
。

そ
の
中
で
ど
う
地
域
と
関
わ
る
か
、

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で

良
か
っ
た
。

・
幸
せ
を
言
葉
で
表
す
の
は
難
し

い
な
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
自
分

ら
し
さ
や
人
と
の
関
わ
り
か
ら
幸

せ
は
で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
福
津
市
の
幸
福
度
が
意

【講演内容】
「幸せ（ウェルビーイング）のまちづくり」
・SDGs が目指す幸せ＝ウェルビーイングとは
・幸福度調査（※）の指標とその結果
・福津市 SDGs 未来都市計画の「2030 年の
　あるべき姿」から見た市の現状と課題

※幸福度調査の結果は、市公式ホームページ
「市民満足度調査の結果」に掲載しています

　このコーナーでは悪質商法や商品事故など実際
に起きている、消費生活における問題事例を紹介
しています。消費者被害は決して他人事ではあり
ません。迷ったり、困ったりしたら、一人で悩まず、
ぜひ相談してください。

　解約したはずのクレジットカード会社から請求書が
届くので不審に思い問い合わせました。リボルビング
払い（以下リボ払い）設定になっていたので残高が約
30万円あると言われ驚きました。

　リボ払いは、利用金額や件数にかかわらず、設定し
た一定額を毎月返済する支払方法です。月々の支払
いは一定額に抑えられますが、支払いが長期化して手
数料がかさみ、残金が分かりにくい点に注意が必要で
す。クレジットカードを作ったとき、初期設定でリボ払
いになっているカードや、リボ払い専用カードもあり
ます。申込時にきちんと確認しましょう。
　利用明細に手数料の記載があり、利用額に比べ請
求額が少ない場合はリボ払いが考えられます。すぐに
カード会社に確認しましょう。

問い合わせ　市消費生活相談窓口☎43･8106（毎週月曜
･水曜･金曜日の午前9時～午後4時）
※県消費生活センター☎092･632･0999 でも、随時相
談を受け付けています

リボルビング払いの設定に注意！相談事例

毎月の明細書は必ず確認を！アドバイス

消費生活相談
迷ったら一人で悩まず相談を！相談事例

11月5日土曜日は津波防災の日です

問い合わせ　市防災安全課☎43・8107

　もしも突然の集中豪雨に襲われたら・・。もし
も大きな地震が起きたら・・。あなたや家族は大
丈夫ですか。発生時間が夜中や通勤中だった場合
はどう行動しますか。被害を減らすためには、災
害を正しく理解し、備えることが大切です。

　平成23年の東日本大震災では、東北地方の太平洋
沿岸を襲った津波によって多くの命が失われました。
これを受けて、津波から国民の生命を守ることを目的
に「津波対策の推進に関する法律」が制定され、その
中で毎年11月5日が「津波防災の日」と決められてい
ます。11月5日は、嘉永7年（1854年）11月5日の安政
南海地震（マグニチュード8.4）で和歌山県を津波が
襲った際に、稲に火を付けて、暗闇の中で逃げ遅れて
いた人たちを高台に避難させて命を救った「稲むらの
火」の逸話にちなんだ日です。
　津波に対する防災意識は沿岸地域に住んでいる人
はもちろん、さまざまな機会を通じて海に親しむこと
の多い皆さんに必要です。福津市では、防災への取り
組みとして、毎年、11月5日の直後の土曜日に全市一
斉の防災訓練を実施しています。今年度の実施日は
11月5日（土曜日）です。まずは家の中の安全な場所
を探したり、家具の転倒対策をしたりするなど、身近
なことから始めましょう。

持
袋 福津防災

かえい

備えあれば
憂いなし！

いな
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「
親
子
で
散
歩
」を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

▲お散歩で、何が見つかるかな

　市子育て支援センターなかよし☎35･8382
▲こどもの国
　ホームページ

　市は、乳幼児の子育てを応援しています。み
んなで手を取り合って健やかな子どもを育てま
しょう。こどもの国ホームページでは市内の子
育て施設やサービスなどを紹介しています。

　
家
に
い
る
と
家
事
に
追
わ
れ
、

子
ど
も
は
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
く

ぎ
付
け
。
そ
ん
な
と
き
は
散
歩
に

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
親
子
で
歩
く
と
「
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
」
が

で
き
ま
す
。
ま
た
「
血
行
が
良
く

な
り
心
の
安
定
」
に
つ
な
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
太
陽
光
を
浴
び
る

こ
と
で
自
律
神
経
の
働
き
も
良
く

な
り
、
心
が
解
放
さ
れ
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

「
季
節
を
感
じ
る
こ
と
」
が
で
き

ま
す
。
風
を
感
じ
、
小
さ
な
生
き

物
に
も
出
会
え
ま
す
。
子
ど
も
に

と
っ
て
ダ
ン
ゴ
虫
や
セ
ミ
、
ト
ン

ボ
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
大
き

な
出
会
い
で
す
。
絵
本
や
画
像
で

は
味
わ
え
な
い
出
会
い
を
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
歩
く
こ
と
で
「
交
通

ル
ー
ル
を
知
る
こ
と
」
が
で
き
ま

す
。
信
号
の
見
方
や
横
断
歩
道
の

わ
た
り
方
を
目
で
見
て
覚
え
て
い

き
ま
す
。
で
も
せ
っ
か
く
出
掛
け

て
も
「
手
を
つ
な
い
で
歩
き
た
が

ら
な
い
」
「
自
分
の
行
き
た
い
と

こ
ろ
へ
行
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
、

困
っ
た
事
も
起
き
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
は
、
子
ど
も
の
手
を
離
さ
ず

に
、
目
的
地
を
決
め
て
「
あ
そ
こ

ま
で
は
一
緒
に
歩
く
よ
」
と
見
通

し
を
持
た
せ
た
り
、
隣
で
並
ん
で

歩
い
て
「
一
緒
」
を
意
識
付
け
た

り
し
ま
し
ょ
う
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
大
人
の
働

き
掛
け
を
受
け
入
れ
る
こ
と
や
、

大
人
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
を

通
し
て
「
一
緒
」
と
い
う
感
覚
を

育
て
る
こ
と
が
、
人
と
歩
調
を
合

わ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
 

なかよし通 信
　2歳から３歳までの子どもを対象にした遊びの時間
です。ともだちタイムでは工作遊びや運動遊びなどを
行っています。12月はクリスマスにちなんだ企画を行
います。予約が必要です。
　 12月14日（水）午前10時30分～午前11時30分
　 市子育て支援センター　　先着10組

　円形の舞台で行うわらべうた遊びや布遊び、劇遊び
を親子で楽しみましょう。予約が必要です。
　12月22日（木）午前10時30分～午前11時30分
　ふくとぴあ　　先着30組
　未就学児の子どもとその保護者

　ファミリー・サポート・センターふくつでは、子ど
もの一時預かりなど、子育てを手助けしてほしい人
「おねがい会員」が、子育てのお手伝いをしたい人
「まかせて会員」に依頼できる相互援助活動を行って
います。「おねがい会員」になるには講習会の受講が
必要です。詳しくはお問い合わせください。

①ともだちタイム

②観劇会～劇団風の子～「ぴーかぶー」

③おねがい会員の登録申込を受け付けています

①②の講座受付開始日　11月１日（火）
①②の　市子育て支援センターなかよし☎35・8382
③の　ファミリー・サポート・センターふくつ☎43・0338

日

　＝日時、日程　　＝場所　　＝対象　　＝定員　　＝講師　　＝受付、問い合わせ日 場 問講定対

日
場

問

わ話
わ

和

情 

報
コ
ー
ナ
ー

て育子の児乳幼

わ輪

笑って「話」して「和」
んで子育ての「輪」を
広げませんか。ぜひ
ご利用ください。

問  

場 定

定
対

問  

市
立
図
書
館 

☎
４
２
・
８
０
０
０

図
書
館
の
今
月
の
お
す
す
め

　
一
冊
の
本
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
あ
な
た
の
人

生
を
変
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
紹
介
し
て
い
る

本
以
外
に
も
、
約
20
万
冊
の
本
が
あ
る
市
立
図
書

館
に
、
運
命
の
一
冊
を
見
つ
け
に
き
ま
せ
ん
か
。

　
イ
ギ
リ
ス
南
部
の
海
岸
で
採
取
し
た
海

草
、
藻
、
海
辺
の
花
々
だ
け
を
使
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
海
の
生
き
も
の
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
精
緻
で
美
し
い
ア
ー
ト
の
本
で
す
。

「
海
の
も
の
が
た
り
」ヘ
レ
ン
・
ア
ポ
ン
シ
リ
作
　
リ
リ
ー
・
マ
レ
ー
文
　
化
学
同
人

　
法
律
と
は
、
誰
か
が
嫌
な
思
い
を
す
る

こ
と
な
く
、
気
持
ち
よ
く
生
活
す
る
た
め

の
最
低
限
の
ル
ー
ル
。
桃
太
郎
を
は
じ
め
、

昔
話
の
法
律
違
反
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

「
法
律
が
わ
か
る
！
桃
太
郎
こ
ど
も
裁
判
」岩
貞
る
み
こ
文
　
中
川
由
賀
監
修
　
講
談
社

　
就
職
、
結
婚
・
出
産
、
再
就
職
な
ど
で

感
じ
る
困
難
と
差
別
。
多
く
の
女
性
の
共

感
を
呼
び
、
異
例
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
を
映
画
化
し
ま
し
た
。

「
82
年
生
ま
れ
、キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
」キ
ム
・
ド
ヨ
ン
監
督
　
チ
ョ
ン
・
ユ
ミ
主
演

　
お
小
遣
い
、
お
年
玉
を
投
資
し
た
ら
将
来

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
お
金
を
使
う
練
習
や

投
資
の
や
り
方
な
ど
、
幸
福
に
生
き
て
い
く

た
め
の
お
金
の
お
話
で
す
。

一般書中学・高校生向けDVD 小学生向け

問

木曜おはなし会0・1・2（2歳児以下）
　10日（木）午前11時～午前11時20分
お日さまのうたサークル
　12日(土)午前11時～午前11時30分
福間津屋崎子ども劇場おはなしの国
　17日（木）午前11時～午前11時30分
ふくつ語りの会
　19日（土）午後2時～午後2時30分（幼児～小学校低学
年）、午後2時40分～午後3時10分（小学生～大人）
日曜おはなし会（3歳児以上）
　毎週日曜日午後3時～午後3時30分

おはなし会

日

日

日

※状況によって開催を取りやめる場合が
　あります。イベントの際、体温測定を行
　います。また、途中参加はできません。

日

「
13
歳
か
ら
の
３
０
０
０
円
投
資
生
活
」
横
山
光
昭
著
　
ア
ス
コ
ム

11月のイベント案内
日

▲生まれてくる赤ちゃんのために
　話に聞き入る未来のパパ

　性別に関わら
ず、一人一人が輝
ける社会を目指す
福津市。このコー
ナーでは、市や市
民の「男女がとも
に歩む」取り組み
を紹介します。
　市男女共同参
画推進室☎43・
8116、ファクス
43・3168

男女男女歩むまち歩むまち
めざそ う

がともにがともに

　
も
う
す
ぐ
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て

く
る
予
定
の
男
女
を
「
プ
レ
マ
マ
」

「
プ
レ
パ
パ
」
と
呼
び
ま
す
。
市
男

女
共
同
参
画
推
進
室
と
市
子
育
て
世

代
包
括
支
援
課
で
は
、
２
カ
月
に
１

回
、共
同
で「
プ
レ
マ
マ・パ
パ
講
座
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
講
座
は
、
１
部
が
プ
レ
パ
パ
・
マ

マ
に
向
け
て
の
話
、
2
部
は
パ
パ
・

マ
マ
に
分
か
れ
て
の
交
流
会
、
3
部

は
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
練
習
で
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン
九
州
の
メ
ン
バ
ー
で
、
未

来
デ
ザ
イ
ン
総
合
研
究
所
代
表
の
山

根
佑
介
さ
ん
は
、
第
2
部
の
プ
レ
パ

パ
の
交
流
会
の
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
山
根
さ
ん
は
、
プ
レ
パ
パ
た
ち
に

「
育
児
は
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
で
す
。
身
の
回
り
の
世
話

を
し
た
り
、
公
園
に
散
歩
に
連
れ
て

行
っ
た
り
す
る
だ
け
が
育
児
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人

の
顔
を
見
て
い
ま
す
。
マ
マ
と
の
良

好
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て

い
く
こ
と
も
、
育
児
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
」
と
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
男
性
が
育
児
や
家

事
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
と
も
に
支
え
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
築
け
る
こ
と
や
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
実
現
し
て
男

性
自
身
の
人
生
が
充
実
す
る
こ
と
な

ど
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
も

「
男
女
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
」
を
実

現
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
す
。
10

月
1
日
か
ら
「
産
後
パ
パ
育
休
（
出

生
時
育
児
休
業
）」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
男
女
が
と
も
に
仕
事
と
育

児
を
両
立
で
き
る
よ
う
育
休
を
取
得

し
て
、
産
後
の
マ
マ
の
体
の
回
復
を

助
け
、
育
児
す
る
幸
せ
を
分
か
ち
合

い
ま
せ
ん
か
。

未来のパパとママへ 

問

も
く
よ
く
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育ちゃん

郷ちゃん

は

　
市
内
で
活
動
す
る
、
文
化
・
芸
術
に
関
わ
る
人
た
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
問
い
合
わ
せ
　
市
中
央
公
民
館
☎
４
３
・
２
１
０
０

文
化
・
芸
術
の
ひ
ろ
ば

の囲碁・将棋会
※上位者のみ掲載、敬称略

月8

連絡先 井本雅文☎090・9796・1099

有岡　　誠
冨永　直邦

井本　雅文
島崎　一彦

１位 ２位
A
B

津屋崎
囲碁会

1
2
3
4
5

連絡先 満生忠雄☎090・5720・2466

今丸　　滇
有岡　　誠
山口　忠男
能美　一丸
白石　尚史

吉田　哲雄
箱島　　孝
藤井　　修
森北　新吉
相部　清人

１位 ２位

福津市
実年
囲碁会

連絡先 井本雅文☎090・9796・1099

向井　麻郎
有岡　　誠
冨永　直邦

有山　伸司
宮崎　良一
満生　忠雄

１位 ２位
1
2
3

福津市
囲碁会

福津市
将棋
同好会

連絡先 村上良明☎080・3973・8932

瀧口　純一
佐藤幸四郎
村上　良明

北原　秀誠
神尾　弘行
木道　健一

１位 ２位
A
B
C

左【短歌】 中【川柳】 右 【俳句】

ひ
と
と
き
を
薔
薇
と
遊
ぶ
や
師
の
庭
園
　
　
　
　秀
島
　通
子

人
去
り
て
星
賑
や
か
に
薔
薇
の
園
　
　
　
　
　
　諸
冨
　洋
子

新
緑
の
博
多
の
森
で
銀
メ
ダ
ル
　
　
　
　
　
　
　井
本
　富
貴

水
や
り
し
ビ
ー
ル
が
旨
い
夏
野
菜
　
　
　
　
　
　安
部
　敏
朗

置
き
ど
こ
ろ
な
き
身
を
託
す
氷
菓
子
　
　
　
　
　内
村
　千
枝
子

銃
を
置
け
敵
も
味
方
も
同
じ
星
　
　
　
　
　
　
　川
本
　幸
重

取
り
あ
え
ず
ま
あ
る
く
掃
い
て
テ
レ
ビ
観
る
　
　都
合
　ス
ミ

湿
布
ベ
タ
ベ
タ
老
々
介
護
の
腰
疼
く
　
　
　
　
　中
原
　恵
子

大
好
き
な
マ
マ
の
リ
ズ
ム
に
手
足
振
り

笑
顔
で
踊
る
二
才
の
ひ
孫
　
　
　
　
　
　
　
　
　髙
武
　志
加
子

炎
天
や
川
面
に
か
る
が
も
休
み
と
り

い
と
も
い
と
し
く
恙
が
な
き
か
と
　
　
　
　
　
　岩
藤
　廣
子

姥
百
合
は
下
の
方
よ
り
咲
き
は
じ
め

ふ
た
つ
の
花
が
横
向
き
に
咲
く
　
　
　
　
　
　
　佐
々
木
　和
彦

ば

　ら

う
ま

み

う
ず

つ
つ

う
ば

ゆ
り

ば

　ら

講座実施報告講座実施報告
カレッジ育郷

　郷育カレッジでは、地域の「ひと、もの、こと」
を題材に、さまざまな分野の講座を開催していま
す。令和4年度も新型コロナウイルス感染症対策の
ため、講座の受講定員を減らすなどの対応をしてい
ます。抽選に漏れてしまった受講生が多かったの
で、実施した講座の様子を紹介します。
「やさしい電波教室・ラジオのしくみを
　学んでみよう」
　福岡県電波適正利用推進員協議会の藤村徳一さん
を講師に迎え、8月20日に市中央公民館で「やさし
い電波教室・ラジオのしくみを学んで見よう」講座
を開催しました。
　講座では、電波の適正利用を学んだ後に、ハンダ
ごてを使って、簡単なラジオを製作。受講生からは
「電波のことが分かって良かった」「久しぶりのハ
ンダ付けが面白かった」などの感想がありました。
▶
ハ
ン
ダ
付
け
の
指
導
を
受
け
な

　が
ら
ラ
ジ
オ
製
作

　７月31日に本木川自然公園ほたるの里で市内在
住の小学生と保護者(12家族31人)を対象に、水辺
に住む生き物の観察を行いました。
　晴天が続いたため、川の水量は少なめでしたが、
講師の小谷美佐子さんに生き物の特徴や生態を教え
てもらい、メダカやハヤ、エビ、カニ、ヤゴなど、
たくさんの種類の生き物を捕まえました。参加者か
らは「水が冷たくて気持ちいい」「また捕まえに来
たい」との声が多く聞かれました。

地
域
の
日

親子野外活動支援事業
「生き物かんさつ」を開催しました

▲公園奥の「風の谷」から下流に向かう参加者

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
福
津
。
こ
の
福
津
と
い

う
「
郷
」
で
学
び
、「
育
」
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
。

そ
し
て
、
地
域
を
育
て
て
い
け
た
ら
。
皆
さ
ん

も一緒
に
「
郷
育
」
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

 

問
い
合
わ
せ
　
市
郷
育
推
進
課
☎
６
２
・
５
０
７
８

成
人
祝
賀
駅
伝
と

ち
び
っ
子
駅
伝
の

参
加
者
募
集

ご
う
い
く

　
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

「
福
津
市
二
十
歳
の
つ
ど
い
（
旧

福
津
市
成
人
式
）」
を
各
中
学
校

に
分
け
た
3
部
制
で
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
同
日
に
開
催
し
て

い
た
「
福
津
市
成
人
祝
賀
駅
伝
競

走
大
会
」
と
「
福
津
市
ち
び
っ
こ

駅
伝
大
会
」
を
例
年
か
ら
１
日
前

倒
し
、令
和
５
年
１
月
７
日
（
土
）

に
開
催
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
取
り
組
み

な
が
ら
の
運
営
で
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
域
や
職
場
の
親
睦
を
深
め
な

が
ら
、
市
内
の
コ
ー
ス
を
走
り
抜

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
会
の
運
営

に
協
力
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
令
和
５
年
１
月
７
日（
土
）

午
後
１
時
ス
タ
ー
ト
　

ス
タ
ー
ト・ゴ
ー
ル
　
津
屋
崎
小

学
校

参
加
チ
ー
ム
募
集

チ
ー
ム
編
成
　
監
督
１
人
、
選
手

６
人
、
補
欠
６
人
以
内
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
１
人
以
上

募
集
定
員
　
50
チ
ー
ム

参
加
費
用
　
１
チ
ー
ム
千
円

受
付
期
限
　
12
月
６
日（
火
）正
午

ル
ー
ル
説
明
会
　
12
月
15
日（
木
）

午
後
７
時
30
分~

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

対
象
　
18
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
　
50
人
程
度
　

内
容
　
コ
ー
ス
沿
道
の
交
通
整
理

や
応
援
者
整
理

受
付
期
限
　
12
月
６
日（
火
）正
午

備
品
配
布
　
12
月
17
日
（
土
）
午

前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

備
品
配
布
場
所
　
市
中
央
公
民
館

　
小
学
生
が
対
象
の
大
会
で
す
。

日
時
　
令
和
５
年
１
月
７
日（
土
）

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト・ゴ
ー
ル
　
な
ま
ず
の
郷

チ
ー
ム
編
成
　
市
内
小
学
校
に
通

う
４
〜
６
年
生
の
６
人

募
集
定
員
　
25
チ
ー
ム

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
千
円

受
付
期
限
　
12
月
９
日（
金
）正
午

　
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
。
申

込
書
は
市
郷
育
推
進
課
や
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

※

市
成
人
祝
賀
駅
伝
競
走
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
電
話
も
可

受
付
、問
い
合
わ
せ
　
市
郷
育
推

進
課
☎
６
２
・
５
０
７
９
、Ｆ
Ａ

Ｘ
４
３
・
９
０
０
４
、
メ
ー
ル

goiku@
city.fukutsu.lg.jp

①
市
成
人
祝
賀
駅
伝
競
走
大
会

②
ち
び
っ
子
駅
伝
大
会

①
②
の
受
付
方
法

▲昨年度優勝の原町Aチームの監督（左）と選手

▲ラストスパートをかける選手

▲一斉にスタートを切る選手

▲1位の賞状を掲げる上坂選手（左）と北脇選手

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
夏
季
大
会

（
水
泳
）で
入
賞
し
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」

　
８
月
21
日
開
催
の
第
65
回
福
岡

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
夏
季
大
会
水

泳
競
技
で
、
市
内
在
住
の
選
手
２

人
が
１
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

男
子
65
〜
69
歳
　
平
泳
ぎ

上
坂
　
仁
志
選
手
　
１
位
入
賞

男
子
45
〜
49
歳
　
平
泳
ぎ

北
脇
　
隆
太
郎
選
手
　
１
位
入
賞

　
入
賞
を
逃
し
た
選
手
も
３
年
ぶ

り
に
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が

一
番
の
喜
び
の
よ
う
で
し
た
。
基

本
的
に
は
毎
年
開
催
さ
れ
る
大
会

で
す
。
興
味
が
湧
い
た
人
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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　読者の声を中心に、市民の皆さんと広報・
マーケティング係で作る交流コーナーです。広
報ふくつの感想や市政へのご意見、ふるさと
福津市への思いや日々の生活のことを掲載し
ます。たくさんの声をお寄せください。

役
所
は
死
亡
届
を
受

理
し
た
こ
と
を
ど
う

し
て
他
の
人
に
言
う
の
で
す

か
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
何
も

あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
福

津
市
に
は
、
住
み
た
く
な
い

と
い
う
思
い
を
強
く
感
じ
ま

す
。
家
族
の
気
持
ち
は
ど
う

で
も
い
い
の
で
す
か
。

　
市
役
所
に
は
守
秘
義
務
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

広
報
紙
に
回
答
を
載
せ
て
欲

し
い
で
す
。
（
匿
名
）

　
こ
の
度
は
、
ご
家
族
さ
ま

の
逝
去
、
心
か
ら
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
、
死
亡
届
に
関
わ

ら
ず
、
受
理
し
た
戸
籍
届
出

書
に
つ
い
て
、
届
出
人
以
外

の
か
た
に
公
開
す
る
こ
と
は

原
則
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
と

守
秘
義
務
の
観
点
か
ら
、
職

員
が
知
り
得
た
戸
籍
届
出
な

ど
の
内
容
を
口
外
す
る
こ
と

も
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
各
種
法
律
の
規

定
に
よ
り
、
住
民
情
報
を
基

に
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
国
民
健
康
保
険
や

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
、

住
民
情
報
か
ら
死
亡
の
事
実

を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
保

険
の
資
格
喪
失
、
ま
た
保
険

税
・
保
険
料
の
減
額
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
戸
籍
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
債
権
者
な
ど
の
正

当
な
権
利
を
有
す
る
第
三
者

か
ら
戸
籍
謄
本
な
ど
の
請
求

が
あ
っ
た
場
合
は
、
厳
正
な

審
査
の
上
で
、
交
付
に
応
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
相
続
税
法
の

規
定
に
よ
り
、
死
亡
の
情
報

は
所
管
す
る
税
務
署
に
報
告

す
る
こ
と
が
、
市
町
村
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
戸
籍
届
出
に
関
す
る
情
報

は
、
ご
本
人
や
家
族
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
大
き
く
関
わ
る

も
の
で
す
。

　
慎
重
な
取
り
扱
い
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
報
告
な
ど

義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
こ
と
を
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

市 市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ
の
投
稿

市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

対
す
る
配
慮
が
な
い

　 津屋崎千軒民俗館 藍の家　☎、ＦＡＸ52・0605
●開館時間　午前10時～午後4時（日曜日は午前10時～午後5時）

つつむ、あい vol.9　
　藍染めを行う4人の作品展示です。正藍染めの体験もあります。
　 11月2日（水）～11月6日（日） 　※初日は正午から
〈体験〉 　11月3日（木・祝）、11月4日（金）各日午後１時～
午後３時
　 各日３人※要予約　　3,000円　　ビニール袋、エプロン
藍染め体験
　発酵建ての正藍染めの体験です。日本手拭いを染めます。
　 11月5日（土)午後1時～午後3時　　先着6人　※要予約
　 3,000円　　ビニール袋、エプロン　
津屋崎の塩田について学ぼう
　江戸時代に津屋崎にあった塩田のことを学びませんか。
　 11月19日（土）午前10時～正午
藍の家放送局
　ソレイユ弦楽四重奏団の皆さんです。秋にぴったりな音色
でリベルタンゴやカノン、銀座カンカン娘などを演奏します。
　 11月20日（日）午後2時～午後4時
B・ジンジャー　秋のライブ
美しい音色のマンドリンやギターと歌声をお楽しみ下さい。
　 11月26日（土）午後2時～午後3時

今日の「いいざい」
あんずの里市「感謝祭」を開催します！

いい素材、食材、人材をつなぐ地域商社・ ・ ・

　あんずの里市は誕生から今年で27周年。日頃
の皆さんからのご愛顧に感謝して、あんずの里
市「感謝祭｣を開催します。
　団子汁の振る舞いや野菜の特売会、ガラポン
抽選会などイベントが盛りだくさん。キッチン
カーもやってきます。感謝祭で｢食｣を楽しみ、
隣接するあんずの里運動公園でのんびりと過ご
す、そんな休日はいかがですか。ぜひこの機会

にお立ち寄りくだ
さい。
　開催日は11月6
日（日）午前9時
30分～午後3時、
雨天決行です。問
い合わせは☎52・
5995まで。▲大人気の団子汁をお楽しみください

産
品
を
多
数
取
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。遠
く
離
れ
た
家
族
や
大

切
な
人
に
、
福
津
の「
お
い
し
い
」

を
贈
り
ま
せ
ん
か
。福
津
の
新

し
い
お
土
産
の
「
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ａ

Ｏ
」「
チ
ー
ズ
サ
ン
ド
福
津
ハ
ニ

ー
」も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
お
好
み
に
合
わ
せ
て
、
詰
め

合
わ
せ
な
ど
も
で
き
ま
す
。

　
手
み
や
げ
や
　
ふ
く
つ
本
舗

☎
５
１
・
３
１
８
１

　　
大
好
評
の
ふ
っ
く
る
ミ
ニ
マ

ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
の
新
鮮
な
農
産
物
の
直

売
所
の
美
し
い
花
と
旬
の
野
菜

を
販
売
い
た
し
ま
す
。

　
11
月
2
日（
水
）、
11
月
9
日

（
水
）、11
月
16
日（
水
）、11
月
30

日（
水
）各
日
午
前
11
時
〜
　
※

商
品
が
無
く
な
り
し
だ
い
終
了

　
福
間
駅
２
階「
ふ
っ
く
る
」　

　　　
至
福
の
音
楽
と
と
も
に
、
秋

の
深
ま
り
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
大
人
気
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

今
月
も
開
催
し
ま
す
。

　
11
月
16
日
（
水
）
午
前
11
時

〜
正
午
　
※
開
場
午
前
10
時
30

分
、
駐
車
場
が
満
車
の
場
合
は

入
場
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
　

　
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
☎
５

２
・
２
１
２
２

　　
ふ
く
つ
観
光
協
会
が
運
営
す

る
「
手
み
や
げ
や
　
ふ
く
つ
本

舗
」で
は
、福
津
の
お
土
産
や
特

　
ふ
く
つ
観
光
協
会
☎
4
2
・

9
9
8
8

　
福
津
の
日
々
の
暮
ら
し
を
お

裾
分
け
し
て
も
ら
う
人
気
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
そ
ろ
い

ま
し
た
。受
け
付
け

方
法
な
ど
詳
し
く

は「
福
津
暮
ら
し
の
旅
」の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
　
①
11
月
6

日（
日
）正
藍
染
の
風
呂
敷
を
染

め
ま
せ
ん
か
②
12
月
3
日（
土
）

福
津
の
旬
の
お
野
菜
た
ち
③
12

月
6
日（
火
）こ
の
ま
ち
の
〝
正

月
支
度
〞 

④
12
月
10
日
（
土
）

冬
の
〝
花
〞
暮
ら
し

　
福
津
暮
ら
し
の
旅
☎
０
７

０
・
１
２
４
４
・
４
１
８
０

　　

ふ
く
つ
観
光
協
会

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

Pickup Events
まちの観光イベントをご紹介

ふ
っ
く
る
の
お
花
マ
ル
シ
ェ

福
津
暮
ら
し
の
旅（
秋
冬
旅
編
）

参
加
者
を
募
集
中

う
み
が
め
室
内
管
弦
打
屋

コ
ン
サ
ー
ト

ふ
く
つ
本
舗
で
お
歳
暮
を

ふ
く
つ
本
舗
で
お
歳
暮
を

ひ
か
り
の
み
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
福
津

　「好いとお！福津」は皆さんと一緒に作るページです。市内での出来事や広報紙の感想などが
あれば、29ページのはがきやメールなどで受け付けています。なお、お送りいただいた内容は、
加筆、修正、短縮する場合があり、原稿や写真は返却しませんのでご了承ください。また、匿名
を希望する場合は、その旨を明記してください。たくさんの声をお待ちしています。

投
稿
募
集

第35期

竜王戦
第5局

11.25（金）～11.26（土）
会場：宮地嶽神社

第35期

竜王戦
第5局

11.25（金）～11.26（土）
会場：宮地嶽神社

広
瀬
章
人  

八
段

広
瀬
章
人  

八
段

藤
井
聡
太  

竜
王

藤
井
聡
太  

竜
王
　将棋界最高の公式戦である第35期竜王戦七番勝負の第５局福津対局が宮地嶽神社で開催されます。対局は、
藤井聡太竜王（王位、叡王、王将、棋聖の五冠）と、広瀬章人八段による熱戦が繰り広げられる予定です。そこで、
ひかりのみち DMO福津、ふくつ観光協会、福津市商工会など関係団体による実行委員会を構成し、対局開催地
としての運営と、これを契機に全国へ向けて本市の魅力を積極的に情報発信し、観光客の誘客を促進、地域の経
済活性化につながるよう取り組んでいます。なお、実行委員会では、11月26日（土）に大盤解説会の開催や、各
関係団体との関連事業の実施などを計画しています。第５局ということで、対局の勝敗によっては予定が変更とな
る可能性もあります。随時、市公式ホームページや特設ページで情報を発信していますので、ご確認ください。

大盤解説会予約受け付け期間　10月26日（水）午前10時～11月4日（金）午後5時　　　　　　
※予約方法や会場、費用など、詳しくはひかりのみちDMO福津のホームページをご覧ください

問い合わせ　第35期竜王戦第５局福津対局実行委員会事務局（まちおこしセンターなごみ内）☎62･5790

　＝日時、日程　　＝定員　　＝費用　　＝持参物日
場

定 ￥ 持
問＝場所　　＝受付、問い合わせ　☎＝電話番号

福津いいざい ☎72・6333問

日

日

問

日

日

持￥

日

日

問

定

▲色とりどりのお花をそろえています

▲ふくふくちゃんも衣替えしてお待
　ちしています

問

場

問

▲このまちの「正月支度」イメージ

日

日

定 ￥

問

持
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神 興 幼 稚 園 の 1日

　
神
興
幼
稚
園
は
市
内
に
あ
る
公

立
幼
稚
園
で
す
。

　
神
興
幼
稚
園
は
「
子
ど
も
は
遊

び
で
育
つ
」
を
基
本
的
な
考
え
と

し
て
、
経
験
豊
か
な
先
生
が
一
人

一
人
を
大
切
に
し
た
保
育
に
努

め
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
体
験

を
中
心
に
、
心
豊
か
に
生
き
て
い

く
力
を
育
む
保
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
見
学
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
未
就
園
児
向
け
の

園
庭
開
放
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対
象
と
募
集
人
数
　
次
の
①
か

②
に
該
当
す
る
子
ど
も
　
①
市

内
在
住
の
4
歳
児
60
人
　
※
平

成
30
年
4
月
2
日
〜
平
成
31
年

4
月
1
日
生
ま
れ
　
②
市
内
在

住
の
5
歳
児
　
30
人

願
書
受
付
期
間
　
11
月
7
日

（
月
）
〜
11
月
11
日
（
金
）
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
　
※
入

園
願
書
は
神
興
幼
稚
園
に
受
付

期
間
前
か
ら
置
い
て
い
ま
す

受
付
方
法
　
神
興
幼
稚
園
で
直

接
受
け
付
け
　
※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
で
す

費
用
　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
よ
っ
て
入
園
料
と
保
育

料
は
無
料
　
※
用
品
代
・
教
材

費
な
ど
は
別
途
必
要
。
通
園
バ

ス
は
あ
り
ま
せ
ん

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
神
興
幼

稚
園
☎
４
２
・
２
１
０
７

幼稚園で遊んでばかりいます
が大丈夫ですか？
　大丈夫です。むしろ、幼児期
の成長発達には、十分に遊び込
むことが必要です。ただ遊んでい
るように見えますが、子供たちは
その中でたくさんのことを学んで
います。
　幼児教育では「遊び＝幼児の主
体的な活動」と定義しています。
誰かに一方的にさせられて活動す
るのではなく、自分から行うこと
で、この時期の成長発達に必要
なことが培われていきます。
　もちろん、好きに遊ぶだけでは
経験できないこともたくさんあり
ますから、先生たちが計画的に
環境を構成したり、援助したり、
設定保育で新たなきっかけ作りを
したりします。
文字や計算は教えないのですか？
　教えないわけではありませんが、
小学校の教科学習形式では教え
ません。
　幼稚園は、遊びを通して教育を
行うため、例えば縄跳びで跳ん
だ回数を競ったりする中で、子ど
もたちが興味・関心を持ったとき
に少しずつ教えていきます。
「チャレンジタイム」って何ですか？
　「チャレンジタイム」は、主に年
長児の活動です。
　竹馬、鉄棒、登り棒などの運動
遊びや、こま回し、楽器演奏など、
自分なりの目標を決めて、取り組
む時間です。

＊月・火・木・金曜日の午後2時～午後3時は園庭開放

時　間 幼児の活動

令
和
５
年
度 

神
興
幼
稚
園

新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す 問

い
合
わ
せ　
市
人
権
政
策
課
☎
4
3
・
8
1
2
9

午前8時30分～

午前9時

午前9時30分

午前10時30分

正午

午後1時

午後1時30分

午後2時
午後2時15分

○登園
　・園生活の支度をする
■ 朝の集まり
　・朝の歌、出欠確認、健康観察、１日の確認
　・当番活動（飼育・栽培・掃除等）
■ わくわくタイム Ⅰ
　・好きな遊びを楽しむ
　・みんなで片付け
■ きらきらタイム
　・先生や友達と一緒に活動する
　（制作、絵画、集団遊びなど）
■ 昼 食
　・弁当（月・水・木曜日）
　・パン食（火・金曜日）
■ わくわくタイム Ⅱ
　・好きな遊びを楽しむ。
　・みんなで片付け
■ チャレンジタイム（年長児）

■ 帰りの集まり
　・降園の準備、絵本タイム
　・１日の振り返りや明日の確認をする

○降園（年少児）
○降園（年長児）

　
人
権
週
間
で
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
広
報
車
に
よ
る
宣
伝
活
動

を
通
し
て
街
頭
啓
発
と
人
権
講
演

会
の
開
催
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
、
市
内
の
中
学
生
が

作
成
し
た
人
権
標
語
を
印
刷
し
た

除
菌
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

布
す
る
こ
と
で
、
命
の
尊
厳
や
人

権
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。

日
程
　
12
月
5
日
（
月
）

場
所
と
時
間
　
①
J
R
福
間
駅
・

東
福
間
駅
　
午
前
7
時
30
分
②
ル

ミ
エ
ー
ル
福
津
　
午
後
1
時
30
分

③
ゆ
め
マ
ー
ト
津
屋
崎
　
午
後
3

時
30
分
　
※
時
間
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

　
市
内
外
の
小
・
中
学
校
、
高
等

学
校
の
児
童
や
生
徒
が
作
成
し

た
、
人
権
ポ
ス
タ
ー
や
人
権
標
語

「
男
女
が
と
も
に
歩
む
」
一
行
詩

の
表
彰
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

場
所
　
市
中
央
公
民
館
　
※
月

曜
日
は
休
館

期
間
　
12
月
4
日
（
日
）
〜
12

月
20
日
（
火
）　

　
今
年
度
も
人
権
の
花
「
ひ
ま
わ

り
」
を
勝
浦
小
学
校
や
日
蒔
野
あ

お
ぞ
ら
保
育
園
、
あ
い
保
育
園
宮

司
の
児
童
や
園
児
が
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
育

て
ま
し
た
。
8
月
に
は
種
子
の
収

穫
も
で
き
ま
し
た
。

　
勝
浦
小
学
校
で
は
、
6
月
に
人

権
擁
護
委
員
と
一
緒
に
人
権
学
習

を
実
施
し
「
人
権
」
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
一
連
の
活
動
は
、
12

月
の
「
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
」

で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

□　
市
内
外
の
小
・
中
学
校
、
高
等

学
校
の
児
童
や
生
徒
が
作
成
し

た
、人
権
作
文
や
標
語
、ポ
ス
タ
ー

を
掲
載
し
た
人
権
作
文
集
「
き
ず

な
」
を
、
現
在
作
成
中
で
す
。
完

成
後
は
、
各
郷
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
や
公
共
施
設
、
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
な
ど
に
置
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ス
ト
ッ
プ
！
コ
ロ
ナ
差
別
！

　感
染
防
止
の
た
め
に
マ
ス

ク
着
用
を
推
奨
し
ま
す
が
、

マ
ス
ク
を
着
け
ら
れ
な
い
人

が
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
こ

と
も
大
切
で
す

▲昨年度の人権ポスター展の様子

▲勝浦小学校で行われた人権学習

　基本的人権尊重を定めた「世界人権宣言」が国連で採択されて、今年で７４年を迎えます。国
連では採択された12月10日を「世界人権デー」と定めて人権思想の啓発のための行事を実施
するように呼び掛けました。
　日本では昭和24年から、毎年12月4日～12月10日の1週間を「人権週間」と定め、全国的に
啓発活動を展開し、広く国民に人権意識の高揚を呼び掛けています。
　市では、人権週間に合わせて、人権講演会をはじめとするさまざまな啓発活動を行います。

街
頭
啓
発
活
動

人
権
の
花
運
動

子
ど
も
た
ち
の
作
品
展

人
権
作
文
集
の
作
成

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
ま
ち

市
学
校
教
育
課

〜
一
人
一
人
の
人
権
と
　多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
合
い
　地
域
で
共
生
で
き
る
ま
ち
「
ふ
く
つ
」
〜
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　=日時、日程　　=場所　　=対象、応募要件　　=定員　　=内容　　=費用　　=講師、出演者　　=持参物　　=受付方法　　 =受付期間・期限日日 場 対 定 内 ￥ 演 受 期  持

=託児　　=問い合わせ   ☎=電話番号 　　=FAX番号　　=メールアドレス　　=ホームページ託 問 Ｆ Ｍ HP

　
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
、
み

ん
な
で
楽
し
く
調
理
し
ま
す
。

　
①
12
月
２
日
（
金
）②
12
月

５
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
30
分
　※

参
加
は
ど
ち
ら

か
１
回
の
み

　
ふ
く
と
ぴ
あ

　
市
内
在
住
の
人

　
各
20
人
　※

申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
初
参
加
の
人
が
優
先

　
材
料
費
と
し
て
５
０
０
円

　
マ
ス
ク
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

布
巾
２
枚
、
筆
記
用
具

　
11
月
24
日
（
木
）

　
①
託
児
な
し
、②
要
予
約
、

生
後
５
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
、

１
人
３
０
０
円

託
児
受
付
期
限
　
11
月
24
日

（
木
）

　
市
食
生
活
改
善
推
進
会
事
務

局
（
い
き
い
き
健
康
課
内
）☎

３
４
・
３
３
５
１

　
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
昭
和
歌
謡

や
童
謡
、
ポ
ッ
プ
ス
を
み
ん
な

で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

　
11
月
９
日
（
水
）、
11
月
23

日
（
水
・
祝
）
午
後
２
時
〜
午

後
４
時

　
先
着
50
人
　※

要
予
約
。
予

約
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

　
毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
プ
ロ
に
よ
る
ジ
ャ

ズ
と
ポ
ッ
プ
ス
の
演
奏
会
で
す
。

　
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
　
サ
ラ
さ
ん
、

ゲ
ス
ト
　
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン

　
11
月
13
日
（
日
）
午
後
３
時

〜
　※

開
場
午
後
２
時
30
分
〜

　
先
着
50
人
　※

要
予
約
。Ｐ

＆
Ｐ
事
務
局
吉
住
さ
ん
☎
０
９

０
・
７
９
８
０
・
６
４
３
９
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
一
般
１
５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
５
０
０
円
　※

幼
児
無
料

　
宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
☎
５
２
・
５
９
０
１

　
筑
前
玄
海
の
天
然
い
か
を

使
っ
た
「
イ
カ
丼
」
や
「
イ
カ

バ
ー
ガ
ー
」「
イ
カ
御
膳
」
な
ど
、

新
た
に
誕
生
し
た
ご
当
地
グ
ル

メ
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
11
月
１
日
（
火
）〜
11
月
30

日
（
水
）

　
福
津
市
、
宗
像
市
、
古
賀
市
、

芦
屋
町
、
岡
垣
町
内
の
飲
食
店

　
公
益
社
団
法
人 

福
岡
県
観

光
連
盟
☎
０
９
２
・
６
４
５
・

０
０
１
９
、　

０
９
２
・
６
４

５
・
０
０
２
０

▲県観光連盟
ホームページ

日日定演

日日問

Ｆ

￥

場

問 期託

場対持 ￥ 日日定

問

日日

定

筑
前
玄
海
イ
カ
フ
ェ
ア
を

開
催

講
座
・
イ
ベ
ン
ト

宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

イ
ベ
ン
ト
案
内

「
５
０
０
k
c
a
l
料
理
教
室

〜
お
せ
ち
料
理
編
〜
」

参
加
者
を
募
集

日
曜
午
後
の
ジ
ャ
ズ
＆
ポ
ッ
プ
ス

日
曜
午
後
の
ジ
ャ
ズ
＆
ポ
ッ
プ
ス

み
や
じ
歌
声
喫
茶

　
市
で
は
、
大
規
模
自
然
災
害
か

ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

安
心
・
安
全
な
地
域
の
構
築
に
向

け
た
強
靭
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
度
、
計
画
案
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
市
民
意
見
を
公
募
し
ま
す
。

案
の
公
開
、
意
見
の
募
集
期
間

11
月
14
日（
月
）〜
12
月
13
日（
火
）

案
の
閲
覧
場
所
　市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
他
、
市
役
所
、
市
立
図

書
館
、
ふ
く
と
ぴ
あ
、
市
中
央
公

民
館
、
宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
、

カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
図
書
館
・
歴

史
資
料
館
、
各
郷
づ
く
り
拠
点
施

設

意
見
を
提
出
で
き
る
人
　市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
個
人
や

団
体
な
ど

意
見
提
出
方
法
　意
見
は
紙
に
書

く
か
、
メ
ー
ル
な
ど
の
必
ず
形
に

残
る
方
法
で
、
個
人
の
場
合
は
住

所
、
氏
名
、
団
体
の
場
合
は
団
体

の
名
称
と
代
表
者
の
氏
名
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
郷
づ

く
り
拠
点
施
設
を
除
く
、
計
画
案

の
閲
覧
場
所
に
は
、
意
見
提
出
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す

郵
送
で
提
出
す
る
場
合
　
〒
８
１

１
-３
２
９
３
（
住
所
不
要
）
福

津
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
宛
　
※

12
月
13
日
（
火
）
消
印
有
効

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出

す
る
場
合
　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

「
お
知
ら
せ
」
の
募
集
タ
ブ
に
掲

載
し
て
い
る
計
画
の
意
見
募
集

ペ
ー
ジ
か
ら
提
出

メ
ー
ル
で
提
出
す
る
場
合

info@
city.fukutsu.lg.jp

※
デ
ー
タ
が
10
Ｍ
Ｂ
を
超
え
る
と

受
信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

フ
ァ
ク
ス
で
提
出
す
る
場
合
　
Ｆ

Ａ
Ｘ
４
３
・
３
１
６
８
　
※
確
認

の
た
め
、
送
信
後
に
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
室
に
電
話
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　市
民
意
見
公
募
手

続
き
の
方
法
に
つ
い
て
　
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
広
報
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
係
☎
6
2
・
6
1
6
0

計
画
案
に
つ
い
て
　
市
防
災
安
全

課
☎
４
３
・
８
１
０
７

福
津
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画《
案
》の

市
民
意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
実
施
し
ま
す

福
津
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画《
案
》の

市
民
意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
実
施
し
ま
す

福津市新型コロナワクチンコールセンター福津市新型コロナワクチンコールセンター
予約専用ナビダイヤル ☎0570・094056
相談窓口 ☎0940・62・6078、FAX0940・42・6939
　　　　 メール　system3@city.fukutsu.lg.jp
受付時間 午前9時～午後5時（10月以降は平日および土曜日に実施）
※電話することが難しい場合はファクスまたはメールでお問い合わせください。　
　なお、回答までに数日間時間を要する場合があります。設備点検による一時停電
　のため、11月19日（土曜日）午前中は、電話がつながらない可能性がありますので、ご注意ください

〈これから１、２回目の接種を受ける人へ〉

〈接種が受けられる期間〉

新型コロナワクチン接種に関するお知らせ
※9月22日時点の情報です。 最新情報は、市公式ホームページを見るか、市新型コロナワクチンコールセンターにお問い合わせください

　１、2回目接種は、従来型ワクチン（新型コロナの従来株に対応した 1価ワクチン）を接種してください。
１、2回目接種を完了していない人がオミクロン株対応 2価ワクチンの接種をすることはできませんので、
ご注意ください。接種は市内の一部医療機関、県が設置する接種会場で受けることができます。 詳しくは、
市新型コロナワクチンコールセンターにお問い合わせください。

　新型コロナワクチンの接種実施期間は、令和5年3月31日まで延長されました。
お手元に未使用の接種券がある人は、その接種券で、予約して接種を受けることができます。

◇対象者　1、2回目接種を完了した12歳以上の全ての人
◇接種回数　1人1回　※現時点で、オミクロン株対応２価ワクチンの2回接種や、3・4回目接種として
　　　　　　　　　　 　オミクロン株対応ワクチンの接種後に従来型ワクチンを接種することは認め
　　　　　　　　　　　 られていません
◇接種券の発送スケジュール　3回目または4回目接種日を基に、下表の通り発送予定です。なお、予定
　は変更する場合があります。未使用の3回目または4回目接種券をお持ちの場合、その接種券を使用
　して予約し、接種を受けてください。未使用の接種券を紛失した場合や、福津市へ転入後に接種券の
　交付申請を行っていない場合は、事前に申請が必要です。また、職域接種やエッセンシャルワーカー
　を理由とした接種券の先行交付を希望する場合にも申請が必要です。申請方法など、詳しくは市新型
　コロナワクチンコールセンターにお問い合わせください。

〈オミクロン株対応２価ワクチンの接種が始まりました〉

※接種予約の混雑を避けるため、少しずつ発送時期をずらしています。ご理解のほど、よろしくお願いします
※3回目接種券が送られてきていない人への接種券発送は、上表とは異なり、月１度程度行う予定です

　　　　　　　～令和4年2月28日
令和4年3月1日～令和4年3月31日
令和4年4月1日～令和4年4月30日
令和4年5月1日～令和4年5月31日
令和4年6月1日～令和4年6月30日
令和4年7月1日～令和4年7月31日

3 回目または 4回目接種日 対象者数 郵便局に持ち込む日
約1,900人
約3,700人
約4,500人
約3,400人
約2,200人
約6,500人

令和4年10月17日（月）
令和4年10月19日（水）
令和4年10月21日（金）
令和4年10月26日（水）
令和4年10月28日（金）
令和4年11月11日（金）

◇集団接種（要予約）の実施予定　※予定は変更する場合があります

◀新型コロナワクチ
　ン接種に関する詳
　しい情報は市公
　式ホームページを
　ご覧ください

令和4年11月 5 日（土曜日）
令和4年11月19日（土曜日）

令和4年11月26日（土曜日）

令和4年11月27日（日曜日）

集団接種予定日 受付時間 主な予約方法
午後2時20分～午後5時
午後2時20分～午後5時

午後2時20分～午後5時

午前9時30分～午後0時10分
午後2時20分～午後5時

　①インターネット予約（24時間）

　②電話予約
予約専用ナビダイヤル☎0570・094056
（平日および土曜日の午前9時～午後5時）

◀市新型コロナワク
　チン接種予約受付
　サイト

広報ふくつ25 広報ふくつ 24
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例
年
10
月
末
か
ら
11
月
に
開
催

し
て
い
る
「
ゆ
の
か
祭
り
」
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

　
株
式
会
社
キ
ュ
ー
ヘ
ン
☎

3
4
・
3
2
0
0

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

る
償
却
資
産
と
は
、
土
地
、
家
屋
、

自
動
車
以
外
の
事
業
用
資
産
で
、

そ
の
減
価
償
却
額
が
法
人
税
ま
た

は
所
得
税
の
計
算
上
、
損
金
ま
た

は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

を
い
い
ま
す
。

　
申
告
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

市
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
独
自
様
式
を
使
用
し
て
も

構
い
ま
せ
ん
。

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
事

業
に
利
用
し
て
い
る
償
却
資
産
が

託
児
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
１
月
24
日
（
火
）
〜

１
月
26
日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後

０
時
30
分

　
大
和
保
育
所
　

　
給
食
費
の
み
実
費

　
保
育
実
習
、
保
育
に
つ
い
て

の
講
座

　
電
話
　※

実
習
の
際
に
は
保

育
士
証
の
写
し
が
必
要
で
す

　
12
月
２
日
（
金
）　

　
市
こ
ど
も
課
☎
４
３
・
８
１

２
４

　
市
赤
十
字
奉
仕
団
が
、日
本
赤
十

字
社
講
師
を
招
き
、健
康
生
活
支
援

講
習
を
開
催
し
ま
す
。嚥
下
の
仕
組

み
と
、加
齢
に
伴
っ
て
心
身
の
衰
え

た
状
態
で
あ
る
フ
レ
イ
ル
に
関
し

て
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
11
月
29
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
午
前
11
時
30
分

　
市
役
所

　
無
料

　
先
着
10
人
　※

要
予
約

　
11
月
15
日
（
火
）

　
市
赤
十
字
奉
仕
団
　
矢
野
さ

ん
☎
０
９
０
・
５
０
２
１
・
９
０

５
８

あ
る
個
人
事
業
主
お
よ
び
法
人

　
令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）

　
市
税
務
課
☎
４
３
・
８
１
１

８　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保

険
者
の
一
部
を
対
象
に
、
歯
科
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
の
受
診
期
限
は
令
和
４
年
12

月
末
で
す
。
対
象
者
に
は
、
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
令
和
４
年
12
月
ま
で

に
限
り
、
77
歳
以
上
の
被
保
険
者

で
一
度
も
受
診
し
て
い
な
い
人
も

受
診
で
き
ま
す
。
受
診
券
を
お
持

ち
で
な
い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
診
期
間
　
休
診
日
を
除
く
12
月

31
日
ま
で
（
土
）

　
今
年
度
76
歳
に
な
る
被
保
険

者
　
※
昭
和
21
年
４
月
１
日
〜
昭

和
22
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人
。

長
期
入
院
、
一
部
の
施
設
入
所
の

人
を
除
く

受
診
方
法
　
受
診
券
に
同
封
し
て

い
る
実
施
歯
科
医
院
一
覧
の
歯
科

医
院
に
予
約
の
上
受
診

受
診
時
に
必
要
な
も
の
　
受
診
券
、

被
保
険
者
証
、
受
診
料
３
０
０
円

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
☎
０
９

２
・
６
５
１
・
３
１
１
１

　
11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は

「
年
金
の
日
」
で
す
。「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
活
用
し
て
、
将
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

年
金
受
給
見
込
み
額
の
試
算
や
、

ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
各
種
通
知

書
の
確
認
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で

き
ま
す
。
ご
利
用
登
録
は
、
日
本

年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
可

能
で
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
あ
れ
ば
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に

登
録
し
て
い
な
く
て
も
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０

５
８
・
５
５
５

　
大
切
な
人
を
自
宅
で
看
取
っ
た

経
験
の
あ
る
人
の
話
を
通
し
て

「
自
分
が
望
む
場
所
で
最
期
ま
で

自
分
ら
し
く
生
き
る
」
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
会
で
す
。

　
11
月
22
日
（
火
）
午
後
4
時

〜
午
後
5
時

　
宗
像
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
（
宗

像
市
）

　
先
着
30
人

　
無
料

　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
11
月
11
日
（
金
）

　
宗
像
医
師
会
在
宅
医
療
連
携

拠
点
事
業
室（
む
ー
み
ん
ネ
ッ
ト
）

☎
３
７
・
５
０
２
０
、
　
３
７
・

５
０
２
１
、　m

um
in-net@

m
unakata-m

ed-hp.gr.jp

　
市
で
は
、
保
育
士
資
格
を
持
っ

て
い
る
人
で
、
未
経
験
者
、
保
育

所
勤
務
が
少
な
い
人
、
ブ
ラ
ン
ク

が
長
い
人
な
ど
を
対
象
と
し
た
潜

在
保
育
士
実
習
を
開
催
し
ま
す
。

　
リ
コ
ー
ダ
ー
愛
好
者
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
身
近
な
楽
器
リ

コ
ー
ダ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
12
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
午
後
３
時
　※

開
場
は
午
後
０

時
30
分

　
宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
無
料

　
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
ソ
ー
ト
福

津
　
田
代
さ
ん
☎
０
９
０
・
９
７

２
１
・
８
９
９
５

　
即
戦
力
と
し
て
そ
の
能
力
を
発

揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

介
護
分
野
の
有
資
格
者
な
ど
に
対

し
、
介
護
分
野
へ
の
就
業
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
再
就
職
の
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
11
月
25
日
（
金
）
午
前
11
時

〜
午
後
４
時

　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日

市
）

　
介
護
福
祉
士
ま
た
は
介
護
関

係
研
修
課
程
修
了
者
で
、
介
護
分

野
に
就
業
し
て
い
な
い
人

　
20
人

　
介
護
技
術
の
復
習
（
講
義
と

実
技
）　※

就
職
支
援
専
門
員
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
　

　
無
料

　
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２・５
８
４
・

３
３
１
０

　
未
就
学
児
の
保
護
者
を
対
象

に
し
た
子
育
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
子
ど
も
の
発
達
に
合
わ
せ

た
関
わ
り
の
工
夫
を
学
び
ま
せ
ん

か
。
予
約
が
必
要
で
す
。

　
12
月
13
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
午
前
11
時
30
分

　
ふ
く
と
ぴ
あ

　
先
着
40
人
　

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
子

ど
も
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
H
U
G
っ
こ

代
表
　
保
育
士
　
梯
裕
子
さ
ん

　
生
後
5
カ
月
以
上
の
未
就
学

児
、
１
人
３
０
０
円
、
要
予
約

　
11
月
28
日
（
月
）

　
市
の
び
の
び
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
（
ふ
く
と
ぴ
あ
内
）☎
４
２
・

９
１
１
９

ハ  

グ

￥

定 場 日日

場 日日内

問日日場 受

￥￥

場場

問問

問問 ￥

日日

期  

定問

￥

問

演問 託 日日場定定期  

M

Ｆ

問場 期

日日

受期

問

問 期対

問

対

￥ 内 定

対 「
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
を
語
る
会

in
む
な
か
た
」を
開
催

リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
ソ
ー
ト
福
津

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

介
護
の
お
仕
事
復
帰

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

子
育
て
講
演
会「
子
育
て
の

も
や
も
や
聴
い
て
話
し
て

ほ
っ
と
す
る
」を
開
催

▲日本年金機構
　ホームページ

お
知
ら
せ

事
業
所
の
皆
さ
ん
は

償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す

キ
ュ
ー
ヘ
ン
ゆ
の
か
祭
り
を

中
止

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の

お
知
ら
せ

潜
在
保
育
士
実
習
を
開
催

健
康
生
活
支
援
講
習
を
開
催

　
市
税
な
ど
が
納
期
限
内
に
納
付

さ
れ
な
い
場
合
、
納
期
限
か
ら
20

日
後
に
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

ま
た
、
督
促
状
を
発
送
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日

ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

財
産
の
差
し
押
え
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
早
め
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。「
納
付
し
た
の
に
督

促
状
が
来
た
」
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
税

な
ど
を
金
融
機
関
や
郵
便
局
な
ど

で
納
付
後
、
市
で
確
認
が
取
れ
る

ま
で
に
一
週
間
程
度
の
期
間
を
要

す
る
た
め
で
す
。こ
の
よ
う
な
行

き
違
い
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
納
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
納
期
限

内
に
納
付
が
で
き
な
い
と
き
や
納

付
書
が
見
当
た
ら
な
い
と
き
、
課

税
の
内
容
が
分
か
ら
な
い
と
き
な

ど
は
、
放
置
せ
ず
に
必
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
市
税
な
ど
が
納
期
限
を
過
ぎ
て

も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
納
付
日

ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が

か
か
り
ま
す
。本
来
な
ら
ば
支
払

う
必
要
の
な
い
お
金
で
す
が
、
納

期
限
内
に
納
付
し
た
人
と
の
公
平

を
保
つ
た
め
、
市
で
は
災
害
な
ど

の
特
別
な
事
由
を
除
い
て
、
延
滞

金
の
免
除
は
行
い
ま
せ
ん
。必
ず

納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。「
う
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
」
と

い
う
場
合
で
も
延
滞
金
は
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
国
憲
法
第
30
条
に
納
税
の

義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。税

金
は
国
民
の
皆
さ
ん
で
公
平
に
負

担
す
べ
き
も
の
で
す
。

　
滞
納
を
放
置
す
る
と
、
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。国
税
徴
収
法
に
基
づ
く
財

産
調
査
や
住
居
な
ど
の
捜
索
に
よ

り
発
見
し
た
預
貯
金
、給
与
、生
命

保
険
、不
動
産
、動
産
な
ど
の
差
し

押
え
を
行
い
、
金
銭
に
換
え
て
滞

納
税
に
充
当
し
ま
す
。

　
今
後
も
市
で
は
毅
然
と
し
た
態

度
で
滞
納
処
分
に
取
り
組
み
ま

す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
は
県
お
よ
び
県
内
市
町
村
と

連
携
し
、11
月
か
ら
12
月
ま
で
を
県

下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
と
し
て
、滞

納
処
分
の
強
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

徴
収
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。こ
の

機
会
に
納
め
忘
れ
の
税
金
が
な
い

か
、確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
斉
催
告
・
捜
索
・
差
し
押
え

な
ど
の
滞
納
処
分
の
強
化

　
市
収
納
課
☎
４
３
・
８
１
１
９

納
期
限　

 

過
ぎ
る

延
滞
金　

 

か
か
り
ま
す

納
期
限　

 

過
ぎ
る

延
滞
金　

 

か
か
り
ま
す

をを

とと

がが

督
促
状
を
発
送
し
ま
す

督
促
状
を
発
送
し
ま
す

延
滞
金
が
か
か
り
ま
す

延
滞
金
が
か
か
り
ま
す

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す

徴
収
強
化
月
間
を
実
施

徴
収
強
化
月
間
を
実
施

市
の
取
り
組
み

市
の
取
り
組
み

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

問

き 

ぜ
ん

み
　
と

え
ん 

げ
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お手数ですが

63円切手を

お貼りください

P O S T  C A R D

８１１-３２９３      
福津市役所　　　　
まちづくり推進室 行

2022. 2022. 1111

フリガナ
氏名

住所　〒　　 -

電話番号

年齢

歳

ペンネーム

郵送する場合

　広報ふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見など、皆さんの声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とする他、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、

毎
年
１
月
１
日
時
点
で
、
不
動
産

の
登
記
名
義
人
で
あ
る
所
有
者
で

す
。
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

相
続
登
記
が
済
む
ま
で
は
、
法
定

相
続
人
が
納
税
義
務
者
と
な
り
、

複
数
い
る
場
合
は
、
相
続
人
は
連

帯
し
て
納
税
義
務
を
負
い
ま
す
。

　
今
年
中
に
相
続
登
記
が
で
き

な
い
場
合
は
、
相
続
人
の
中
か
ら

納
税
通
知
書
な
ど
を
受
け
取
る
代

表
者
を
１
人
定
め
、
令
和
５
年
１

月
31
日
（
火
）
ま
で
に
「
固
定
資

産
税
納
税
義
務
者
及
び
相
続
人
代

表
者
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
届
出
書
の
様
式
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
市
税
務
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
税
務
課
☎
４
３
・
８
１
１

８　
学
童
保
育
所
で
は
、
保
護
者

が
勤
務
や
病
気
な
ど
で
昼
間
家
庭

に
い
な
い
小
学
生
の
保
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
申
請
書
は
入
所
を

希
望
す
る
学
童
保
育
所
で
配
布
し

ま
す
。
な
お
、
申
請
に
は
勤
務
証

明
書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
午
後
３
時
〜
午
後
５

時
の
開
所
時
間
中
に
各
学
童
保
育

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
小
学
生
　
※
小
学
１
年
生
〜

３
年
生
が
優
先

　
月
額
５
千
円
　
※
別
途
費
用

あ
り

　
12
月
５
日
（
月
）
〜
12
月
28

日
（
水
）

申
請
書
配
布
開
始
日
　
11
月
1
日

（
火
）

　
神
興
小
学
校
学
童
保
育
所
（
神

興
小
学
校
内
）☎
４
３
・
０
５
１
１
、

神
興
東
小
学
校
学
童
保
育
所
（
神

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ

る
人
は
、
収
支
の
記
帳
義
務
が
あ

り
ま
す
。
確
定
申
告
や
市
県
民
税

申
告
を
行
う
際
に
、
市
の
申
告
会

場
で
は
、
収
支
内
訳
書
（
青
色
申

告
は
決
算
書
）
が
作
成
済
み
で
な

い
と
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
白
色
申
告
の
人
を

対
象
に
、
帳
簿
か
ら
収
支
内
訳
書

を
作
成
す
る
初
心
者
向
け
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料

で
、
予
約
が
必
要
で
す
。
来
場
の

際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の

消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
12
月
２
日
（
金
）
午
後
２
時

〜
午
後
３
時
30
分
、
12
月
７
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30

分
　
※
各
回
と
も
同
じ
内
容

　
市
役
所

　
先
着
15
人

　
各
開
催
日
の
前
日
午
後
５
時

　
市
税
務
課
☎
４
３
・
８
１
１
７

　
全
国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、
弾
道
ミ
サ
イ

ル
情
報
な
ど
、
時
間
的
余
裕
が
な

い
事
態
が
生
じ
た
と
き
、
瞬
時
に

防
災
行
政
無
線
か
ら
緊
急
情
報
を

皆
さ
ん
に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
で
、

も
し
も
の
事
態
に
備
え
る
た
め
、

年
に
数
回
、
試
験
放
送
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
次
の
日
時
に
防
災
行

政
無
線
で
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す

の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
機
会
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
心
構
え
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
防
災
行
政
無
線
が
聞
き

取
り
に
く
い
場
合
は
☎
０
１
８

０
・
９
９
９
・
２
９
２
で
放
送
内

容
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
11
月
16
日
（
水
）
午
前
11
時

屋
外
　
で
き
る
限
り
頑
丈
な
建
物

や
地
下
に
避
難
す
る
。建
物
が
な

い
場
合
、物
陰
に
身
を
隠
す
か
、地

面
に
伏
せ
て
頭
部
を
守
る

屋
内
　
窓
か
ら
離
れ
る
か
、
窓
の

な
い
部
屋
に
移
動
す
る

屋
外
　
口
と
鼻
を
ハ
ン
カ
チ
で
覆

い
、現
場
か
ら
直
ち
に
離
れ
、密
閉

性
の
高
い
屋
内
ま
た
は
風
上
へ
避

難
す
る

屋
内
　
換
気
扇
を
止
め
、窓
を
閉
め
、

も
し
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
た
だ
ち
に
避
難
す
る

よ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
ら

目
張
り
を
し
て
室
内
を
密
閉
す
る

　
市
防
災
安
全
課
☎
４
３
・
８

１
０
７

　
電
気
設
備
点
検
の
た
め
、
市
中

央
公
民
館
の
施
設
予
約
の
受
け
付

け
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

も
し
近
く
に
ミ
サ
イ
ル
が
落
下

し
た
と
き
は

　
11
月
19
日
（
土
）
午
前
９
時

〜
午
後
1
時

　
市
中
央
公
民
館
☎
４
３
・
２

１
０
０

　
現
在
、
警
察
で
は
総
力
を
挙
げ

て
指
名
手
配
犯
人
の
追
跡
捜
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
指
名
手
配
犯
人
の
発
見
に
向
け

た
捜
査
活
動
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
が
必
要
で
す
。指
名
手
配
犯

人
に
よ
く
似
た
人
を
見
掛
け
た
な

ど
、
わ
ず
か
な
情
報
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
、宗
像
警
察
署
、も
し
く

は
１
１
０
番
ま

で
、
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
宗
像
警
察
署
☎
３
６
・
０
１

１
０

興
東
小
学
校
内
）☎
４
３
・
４
１

６
８
、
上
西
郷
小
学
校
学
童
保
育

所
（
上
西
郷
小
学
校
内
）☎
４
３
・

４
０
３
２
、
福
間
小
学
校
学
童
保

育
所
（
福
間
小
学
校
内
）☎
４
２
・

４
４
０
１
、
福
間
南
小
学
校
学
童

保
育
所
（
福
間
南
小
学
校
内
）☎

４
２
・
１
１
１
７
、
福
間
南
し
ん

あ
い
児
童
ク
ラ
ブ
（
い
ろ
ど
り
真

愛
保
育
園
内
）☎
４
３
・
２
１
５
８
、

津
屋
崎
小
学
校
学
童
保
育
所
（
津

屋
崎
小
学
校
内
）☎
５
２
・
０
４

９
２
、
勝
浦
小
学
校
学
童
保
育
所

（
勝
浦
郷
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

内
）☎
５
２
・
４
６
２
５

日日

日日

問

問

問

対

日日

問

問

場定定期  

￥期  問

募
　
集

▲福岡県警　　
ホームページ

事
業・不
動
産
所
得
が
あ
る
人
は

収
支
の
記
帳
義
務
が
あ
り
ま
す

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
試
験
放
送
を

実
施

法
務
局
で
の
相
続
登
記
は

済
ん
で
い
ま
す
か

令
和
５
年
度
学
童
保
育
所
の

入
所
児
童
募
集
の
お
知
ら
せ

市
中
央
公
民
館
の

施
設
予
約
受
付
を 
一
時
休
止

指
名
手
配
犯
人
の
発
見
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

市社会福祉協議会への香典返し
（敬称略、9月20日までの届け出分）

故 人
花田　精介
花田　研二
松田　昭三
椛村　淑子
髙野　貞子
山下　　薫

　

喪 主
花田　徳茂
花田　明子
松田　信子
椛村　猛雄
髙野　義高
山下　和子

市社会福祉協議会☎34・3341問

　市立小学校の通学区域は、行政区によって定められていますが、勝浦
小学校は、通学区域外からも入学・転入学を認める「勝浦小学校入学
特別認可制度」を設けています。この制度は、勝浦小学校のもつ自然環
境に恵まれた小規模校としての特性を生かした教育によって、以下の目
的を果たすための制度です。

①児童の心身の増進と体力作り、学ぶ楽しさと人間関係を培うこと
②勝浦小学校および勝浦地域の活性化に資すること

　令和５年度の勝浦小学校への入学・転入学の申し込みを受け付け
ます。「自然豊かな環境の中に毎日通わせることで、学力や豊かな心・
健やかな体・郷土愛を育みたい」と考える保護者の皆さんは、この制度
の趣旨や教育方針に賛同した上で、申込書を提出してください。この制
度の対象は新入学児童に限らず、１５人に達していない全ての学年が
対象となります。また、対象児童は、路線バスなどによって自力通学で
きる児童であることなどの要件が複数あります。詳しくは、市教育委員
会ホームページをご覧ください。なお、申し込み多数の場合は抽選で決
定します。
　なお、入学・転入学の審査・認定にあたっては、市教育委員会およ
び学校長による面接を行うことがあります。
書類配布場所　市教育委員会ホームページからダウンロードできます。
市学校教育課（市役所別館２階）でも準備しています。
受付期間　11月25日（金）～12月9日（金）午前 8時 30 分～午後 5時
　　　　　 ※土曜、日曜日は除く
問い合わせ　市学校教育課☎62・5090

　国税庁では 11月 11日（金）から 11月 17日
（木）までを「税を考える週間」と定めています。

この機会に私
たちの暮らし
と税について
考えてみませ
んか。詳しく
は国税庁の
ホームページ
をご覧くださ
い。
問い合わせ　
香椎税務署☎
092・661・
1031

11月11日～11月17日は
税を考える週間です

勝浦小学校入学特別認可制度の
申請を受け付けます

広報ふくつ 28



Public Relations11みんなと市のいい関係

　発熱等の症状がある場合、まずは、
かかりつけ医等の地域で身近な医療機
関に電話相談してください。
●相談した医療機関で診療・検査が可 
　能な場合→当該医療機関を受診
●相談した医療機関で診療・検査がで
　きない場合や、かかりつけ医がなく、
　相談する医療機関に迷った場合
　→受診・相談センターに問い合わせ
　　て、案内された医療機関に電話相
　　談した上で受診
注意点
・受診前に必ず電話相談をし、来院時
　間を決定してください。
・できる限り公共交通機関以外で受診
　するようにしてください。
・来院時間を守り、マスクを着用して
　受診してください。
※重症化しやすい高齢者、糖尿病、心不
全、呼吸器疾患（COPD等）等の基礎疾
患がある方や透析を受けている方、免疫
抑制剤や抗がん剤等を用いている方、妊
婦の方で、発熱や咳などの比較的軽い風
邪の症状がある場合は早めにご相談くだ
さい。
相談先　受診・相談センター（宗像・遠
賀保健福祉環境事務所）☎0940・36・
6098、ファクス0940・47・0031（夜
間休日の相談先は福岡県保健所夜間休
日緊急連絡番号☎092・643・3288）

新型コロナウイルス感染症に関する
相談・受診方法 ※10月17日現在

9月中のひとの動き
出生53人 死亡71人 転入292人  転出199人

■人口(人)
        男性(人）
        女性(人)
■世帯数(世帯)

68,502
32,370
36,132
29,662

+75
+42
+33
+55

内　訳
+778
+333
+445
+598

前月比 前年比

　ワクチン接種後、接種券にシールが
貼られて証明書になります。
紛失したときは　紙による証明書を取
得するときは、市新型コロナワクチン
接種対策室に申請してくだ
さい。マイナンバーを使っ
て、電子版の証明書を取得
することもできます。
問い合わせ　市新型コロナワクチン接
種対策室☎62･6078

新型コロナワクチン接種証明書

9 月末現在

日日 場 対 定 内 ￥ 演=日時、日程　　=場所　　=対象、応募要件　　=定員　　=内容　　=費用　　=講師、出演者 =持参物　　=受付方法　　=受付期間・期限　　=託児　　=問い合わせ    ☎=電話番号　　=FAX番号　　=メールアドレス　　=ホームページ受 期  託 問 Ｆ Ｍ HP持

　感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、63円
切手を貼って郵送するか、市役所､市立図書館、津屋
崎行政センター設置の意見箱に投函してください。
なお、市公式ホームページからも提出できます。

今月号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

紙面の感想やご意見、今後どのような特集があればよいか
などを自由にご記入ください。

Ｑ 

4

今月号でよくなかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
3

今月号の特集はいかがでしたか。次の中から一つ選んで
○をつけ、感想をご記入ください。
１.とてもよかった　２.よかった　３.普通
４.あまりよくなかった　５.よくなかった

Ｑ
１

2022.112022.11
特集特集 児童虐待について考える

　
男
女
問
わ
ず
、
賃
金
の
未
払
い
、

不
当
な
解
雇
、
職
場
で
の
い
じ
め
、

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
労
働

問
題
に
つ
い
て
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
事

業
主
も
相
談
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
12
月
6
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
午
前
11
時
45
分
　
※
１
人
に
つ

き
45
分

　
先
着
２
人
　
※
要
予
約

　
市
役
所

　
11
月
22
日
（
火
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
受
け
付
け

　
生
後
5
カ
月
以
上
の
未
就
学

児
、
１
人
３
０
０
円
、
要
予
約

　
市
男
女
共
同
参
画
推
進
室
☎

４
３
・
８
１
１
６

　
毎
月
１
回
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
気
に

な
る
こ
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
精
神
保
健
福
祉

士
が
受
け
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

　
11
月
28
日
（
月
）
午
後
２
時

〜
午
後
４
時
　
※
１
人
１
時
間

　
ふ
く
と
ぴ
あ

　
先
着
2
人
　
※
要
予
約

　
11
月
22
日
（
火
）

　
市
い
き
い
き
健
康
課
健
康
づ

く
り
係
（
ふ
く
と
ぴ
あ
）☎
３
４
・

３
３
５
１

　
11
月
18
日
（
金
）
か
ら
11
月
24

日
（
木
）
ま
で
の
7
日
間
は
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
で
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

午
後
２
時

　
ふ
く
と
ぴ
あ

　
無
料

　
24
人
　
※
要
予
約
。
定
員
に

な
り
し
だ
い
受
付
終
了

　
11
月
25
日
（
金
）
午
後
4
時

※
受
付
時
間
は
平
日
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

　
県
司
法
書
士
会
福
岡
東
支
部

☎
０
９
２
・
６
６
３
・
５
０
５
５

な
ど
、
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

に
は
、
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護

委
員
が
応
じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

　
①
11
月
18
日
（
金
）、
11
月
21

日
（
月
）、
11
月
22
日
（
火
）、
11

月
24
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時
　
②
11
月
19
日
（
土
）、

11
月
20
日
（
日
）、11
月
23
日
（
水
・

祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
　
※

強
化
週
間
以
外
で
は
、
平
日
の
月

曜
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

　
無
料

相
談
電
話
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・

８
１
０

　
福
岡
法
務
局
人
権
擁
護
部
☎

０
９
２
・
７
３
９
・
４
１
５
１

　
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
な

ど
に
関
し
て
、
司
法
書
士
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
し
だ

い
で
定
員
変
更
ま
た
は
中
止
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
11
月
26
日
（
土
） 

午
前
10
時
〜

定期  

日日

問

場

日日場 定

受託  問

￥ 日日

問

￥

日日問

場

期  

定

労
働
相
談
会
を
開
催

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す

司
法
書
士
に
よ
る

相
続・遺
言
相
談
会
を
開
催

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
開
催

相
　談　防災行政無線による放送とサイレン吹鳴、エリアメールなどを

配信します。家庭や地域、学校、事業所などで、訓練への取り組
みをお願いします。
　大規模地震が発生したら、迷ったり準備したりする時間はあり
ません。ただちに命を守る行動がとれるよう、訓練を通じて身体
で覚えておきましょう。
 家庭でもできる防護訓練
　地震の際の安全確保行動「まず低く、頭を守り、動かない」を
身に付けましょう。訓練は３つの安全行動を「その場」で行うだ
けです。

避難訓練では
　安全を確認して屋外に出ます。その際、白いタオルを玄関先に
掲げてください。「我が家は無事」という意思表示になります。
タオルを掲げていない家の中には、家具の下敷きになって助けを求
めている人がいるかもしれないことを意識して行動してください。
問い合わせ　市防災安全課☎43・8107

まず低く 頭を守り 動かない

訓練は3つの安全行動を“その場”で行うだけ！

1分程度

すいめい

日時  11月 5日（土）午前８時４５分～
一斉防災訓練を実施します!

キャベツ

カリフラワー
11月のおすすめ食材！
いい素材、食材、人材をつなぐ地域商社・・・

福津いいざい ☎72・6333問

※天候などによって、収穫時期がずれる場合があります
　ので、詳しくは、電話でお問い合わせください。

お魚
センター
うみがめ

☎52・1939

ふれあい
広場
ふくま

☎43・7790

あんずの
里市

☎52・5995

トマト

ネブカ
（長ネギ）

ホウレンソウ

津屋崎千軒
かきメジナ

ヘダイ

　マイナンバーカードの申請手続きをお手
伝いします。マイナンバーカードを持ってい
ない人は、この機会にぜひお越しください。

11月の開催場所
有弥の里 1区公民館、光陽台南公民館、原町公民館、花見
公民館、両谷公民館、西福間 5区公民館、福間郷づくり交流
センター、福間南郷づくり交流センター
※詳しくは、右記ＱＲコードからホームページで確
　認することができます

マイナンバーカードを
作りませんか

福間・福間南地区にお住まいのかた

お近くの
公民館で

持参物
①本人確認書類　※運転免許証などの顔写真付きの本人確認書類
　は１点、健康保険証などの顔写真無しの本人確認書類は２点必要
②持っている人は、通知カードまたは個人番号通知書
 　市市民課☎４３・８１０３問
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掲載している情報は、10月17日現在のものです。新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、変更となる場合があります。
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て
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る
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に
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底
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て
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よ
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え
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。

　久しぶりに訪れてみると懐かしさを感じるふるさとの風景。以前、
田畑だった場所や鉄道が通った道は住宅が建ち並び、街並みや景
観は大きく変わってきました。今、当たり前にそこにある風景の写真
を見ながら、その歴史を少し辿ってみましょう。

福津 今昔の

Present and Past

～変わる風景  変わらない風景～

Fukutsu vol.6 津屋崎海水浴場津屋崎海水浴場

　明治39年の初夏、津屋崎千軒の西側の海岸に津屋崎高等小学校の学童の遊泳場ができた
のが津屋崎水浴場の始まりといわれています。海水浴場は年を追ってにぎわうようになり、昭和
53年には年間458,000人もの人が海水浴に訪れました。近年、運営する民宿の数は減少してき
ているものの、遠浅で美しい海岸には今も大勢の人が訪れます。

たど

▲玄界灘が一望できる抜群のロケーションで、ゆった
りと過ごすことができる静かで広い砂浜。写真奥に
そびえる大峰山のシルエットは、今も昔も変わって
いません

▲子どもたちが安全に遊ぶことができるよう、砂浜か
ら少し沖に棒を立て、その間を網で囲み、小舟を沖
に浮かべて飛び込んだり、遊んだりできるよう工夫
を凝らしていたといいます

▲宗像警察署津屋崎交番前の海岸通りから、信号前
の海側の道を福間方面に進むと建ち並ぶ海の家。
海を見ながら食べられる、特産品のマダイのほか、
新鮮な魚介類を使った料理は絶品です

▲舗装されていないデコボコの道に「我こそが」と主
張し合う店の看板。道幅は現在よりも狭く、道端に
ドラム缶が置かれるなど、生活道路としての様相を
呈しています

津屋崎
海水浴場

４９５

津屋崎交番

カメリアステージ
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広報ふくつは月末までに各世帯へ配布しています
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●マイナンバーカード交付
　（個人番号カード交付・電子証明書発行
　 通知書兼照会書が届いている人のみ）
　 市市民課 受付午前9時～正午

●シルバー人材センター入会希望者説明会
　ふくとぴあ 午前10時～正午

　

　

●シルバー人材センター入会希望者説明会
　ふくとぴあ 午前10時～正午

●福津市認知症支援啓発イベント2022
　イオンモール福津 午前10時~午後5時

●剪定くず・草ステーション開設日
●食育の日
　「家族みんなで食事を楽しみましょう」

●公設分別ステーション開設日
●剪定くず・草ステーション開設日
●津屋崎郷づくり松林保全活動
　天神町～東町１区海岸松林 午前8時～午前9時

●剪定くず・草ステーション開設日
●ふくま郷づくり松林保全活動
　ビーチハウス前海岸松林 午前9時～午前10時

●公設分別ステーション開設日
●宮司郷づくり松林保全活動
　宮地浜交差点前海岸松林 午前8時～午前9時

●市議会12月定例会開会
　12月8日（木）閉会予定

●公設分別ステーション開設日

●公設分別ステーション開設日
●宮司郷づくり松林保全活動
　宮地浜交差点前海岸松林 午前8時～午前9時

●臨時公設分別ステーション開設日
●納期限（国民健康保険税 第6期、
　介護保険料 第6期、後期高齢者
　医療保険料 第5期）

●剪定くず・草ステーション開設日
●ふくま郷づくり松林保全活動
　西福間４丁目海岸松林 午前9時～午前10時

●公設分別ステーション開設日
●剪定くず・草ステーション開設日
●ふくま郷づくり松林保全活動
　花見の里海岸松林 午前9時～午前10時
●津屋崎郷づくり松林保全活動
　天神町～東町１区海岸松林 午前8時～午前9時

■ 津屋崎千軒なごみ／8日、22日

■ 福間・津屋崎体育センター
　  7日、21日、【5日】

■ 福間会館／3日、5日、6日、12日、13日、
    19日、20日、23日、26日、27日、【3日、4日】
■ 未来共創センター／6日、7日、13日、14日、
    20日、21日、27日、28日、【4日、5日】
■ 子育て支援センターなかよし
　 3日、7日、12日～14日、21日、23日、28日、【5日】
■ 児童センターフクスタ
　 4日、11日～13日、18日、25日、【2日】

■ 宮司公民館／7日、14日、21日、28日、【5日】
■ 中央公民館／7日、14日、21日、28日、【5日】

■ 市立図書館／7日、14日、21日、24日、28日、【5日】
■ 宮司コミュニティセンター／1日、8日、15日、22日、29日、【6日】
■ 健康福祉館（ふくとぴあ）／12日、13日

■ カメリアステージ
カメリアホール
1日、8日、15日、22日、29日、【6日】
図書・歴史資料館
1日、8日、15日、22日、29日、30日、【6日】

公共施設の休館日  ※【  】は12月上旬の休館日朝市
情報

※天候などにより中止になる場合があります。
問い合わせ

宗像漁協津屋崎支所☎５２・００５３

津屋崎
漁　港朝 市

毎週日曜日 午前7時から
津屋崎漁港

11月5日（土）は

詳しくは広報ふくつ11月号31ページを
ご確認ください。

時間 午前10時～午前11時50分、
　　  午後 1 時～午後 3 時50分
場所 公設分別ステーション（ハーモニー広場）

公設分別ステーション
今月の開設日は6日（日）、12日（土）、
20日（日）、26日（土）です。

今月の開設日は5日（土）、12日（土）、
19日（土）、26日（土）です。
時間 午前 9 時～午前11時50分、
　　　午後 1 時～午後 2 時50分
場所 林田産業グリーンリサイクルセンター

剪定くず・草ステーション
せんてい

徹底しよう

感染症対策

感染症流行時の不要不急の外出は
控えましょう。

を心掛けましょう。
手洗い、マスク着用
咳エチケット

時間 午前10時～午前11時50分
場所 福間漁港

※粗大ゴミの収集はありません

臨時公設分別
ステーション

今月の開設日は30日（水）です。

毎　月
開設中

問い合わせ　市うみがめ課☎62・5019



備えよう災害

救急車を呼ぶべきか確認

火災現場を問い合わせ

最新の防災放送を聞く

☎#7119

☎0180-999-090

☎0180-999-292

問い合わせ　市防災安全課☎43・8107

福津市立小・中学校  講師募集
○募集職種 （県費の講師）   小・中学校の常勤講師、非常勤講師 
○募集資格 （年齢不問）  該当校種の教員免許状所有者
　※該当校種の免許状がない人もまずはご相談ください
○登録方法　右のQRコードから申し込み
○問い合わせ　市学校教育課☎62・5090

撮ってみよう かがみの海
　濡れた砂浜や潮だまりが鏡のように空を映
す「かがみの海」の写真を撮ってみませんか。

▼詳しくは「かが
　みの海公式サ
　イト」へ

▲登録・申し込みは
　こちらから

ポイント１　窓口の予約が簡単にできる
ポイント２　子どもの成長を記録できる
ポイント３　子育て情報が簡単に   
                手に入る

子育て支援アプリを
利用しませんか？

詳しくは市公式ホームページへ▶

水道の問い合わせ
使用開始・中止／宗像地区上下水道料金セ
ンター☎62・0026
漏水／修理は当番の指定工事業者が対応します。
福間地区☎４２・７７８８ 津屋崎地区☎５２・４４２０
問い合わせ 宗像地区水道管理センター☎
62・0975

救急診療
夜間、休日の

　内科、小児科
宗像地区急患センター☎36・1199
平日　午後7時30分～翌午前６時　※受け付
けは午前５時３０分まで
土曜日 午後6時～翌午前９時
日曜日、祝日　午前９時～翌午前６時　※受け
付けは午前５時３０分まで、翌日が休日の場合
は午前９時まで

　小児救急電話相談  ３６５日開設
#8000 または☎092・731・4119（専用電話番号）
平日 受付　午後７時～翌午前7時
土曜日 受付　正午～翌午前7時
日曜日、祝日　受付　午前7時～翌午前7時

  3日（木・祝）
  6日（日）
13日（日）
20日（日）
23日（水・祝）
27日（日）

福津市     宗像市宗福  11月の休日外科当番医
平塚胃腸科外科医院
荒牧整形外科医院
あかま整形クリニック
高橋整形外科医院
上妻整形外科医院
松野脳神経クリニック

宗
福
宗
宗
福
福

☎32・2126
☎34・3355
☎35・6440
☎37・8013
☎42・0089
☎43・5055

福津市     宗像市宗福  12月の休日外科当番医
中島外科医院  4日（日） 福☎52・1300

○消費生活相談
月曜・水曜・金曜日（閉庁日は除く）／午前9時
～午後4時／市消費生活相談窓口☎43・
8106　※閉庁日は☎188へ

○高齢者のための相談
月曜～土曜日（祝日、第2土曜日は除く）／午前
８時30分～午後5時／市地域包括支援セン
ター ☎43・0787

○行政相談（ふくとぴあ）
第２水曜日（祝日は除く）／午前10時～午後3
時／市人権政策課☎43・8129

○無料法律相談の紹介
①チケット方式（要紹介状発行）/月曜・水曜・
　金曜・土曜日（お盆、祝日などは除く）/午後
　1時～午後4時
②弁護士派遣方式（要事前予約）/毎月第2・
　第4火曜日（祝日の場合、翌開庁日）/午後1時
　10分～午後4時/市人権政策課☎43・8129

○ふくつ女性ホットライン
祝日を除く毎日／午前10時～午後5時（木曜
日は午後7時まで）／☎092・401・5353

○心配ごと相談（ふくとぴあ）
第2・第4水曜日（祝日の場合は問い合わせ）
／午前10時～午後3時／市社会福祉協議会
☎34・3341

○特設人権相談（ふくとぴあ）
第４水曜日（祝日の場合は問い合わせ）／午前
10時～午後3時／市人権政策課☎43・8129

○身体障がい者相談（ふくとぴあ）
第４水曜日（祝日の場合は第2水曜日）／午前
10時～正午／市福祉課☎43・8189

相談あれこれ
何かあったら、まず相談！

※①②のどちらか
   1年度に1回

ささえ合いのまち福津
いつまでも住み慣れた地域で過ごしたい！

　市内の各地域で、高齢者世帯などの分
別収集の支援が行われています。
　「向こう三軒両隣」で声の掛け合いを実
施している地域、支援が必要な希望者を
自治会長や組長が取りまとめている地域、
支援する協力者を登録制にしている地域
など、さまざま取り組みがあります。
　本町区自治会では、アンケート調査を
行い登録した高齢者世帯19世帯に２カ月
に１度電話で連絡。分別収集前日の午後3
時から福間郷づくり推進協議会の軽ト
ラックを借りて、希望した人の家に収集
に向かいます。トラックに乗れないス
タッフは自転車で回り、積み込みを手伝
います。分別ごみを収集しながら「今日、
あの人の家は何も出てないね。体調悪い
のかね？」「今日は出掛けとるだけよ」
など、事前連絡や収集支援活動が安否確
認や見守りになり、家の前で待っている
人からは笑顔で「いつもありがとう」と
感謝の言葉を掛けられることがスタッフ
のやる気につながっています。

問い合わせ　市社会福祉協議会☎34・3341
　　　　　　市高齢者サービス課☎43・8298

分別収集でささえ合いの輪 ～本町区～

▲笑顔で分別ごみの収集に各家庭を回るスタッフの皆さん

　県は地産地消の一環として「じざかなび
福岡」ホームページや「福岡の食と酒公式
アプリ」で啓発活動をしています。
　「じざかなび福岡」では、県内で水揚げ
される魚の紹介や、市特産のかきをはじめ
とした県特産の魚介類を使ったおいしい料
理のレシピなどの紹介もあります。
　市では、11月末ごろから津屋崎千軒か
きの販売が始まります。詳しくは各ホーム
ページをご覧ください。

 津屋崎漁港の日曜朝市絶賛開催中です
　津屋崎漁港のアーケードで開催されてい
る朝市では、年間を通してさまざまな種類
の新鮮な魚がお手頃価格で販売されていま
す。
　水揚げされる魚の中には、水族館でしか
見られないような魚や普段店頭に並ばない
ような珍しい魚もいて、大人だけでなく子
どもも楽しめる催しです。店舗ではできな
い漁師とのやりとりをしながら、お薦めの
魚を買い求めてみるのも楽しみの1つです。
　その日の漁獲量によっては、30分もた
たずに売り切れてしまうこともある朝市。

いきいき健康だより
心も体も健康に

問い合わせ　市農林水産課☎62・5063　市いきいき健康課☎34・3351

早起きして津屋崎漁港の朝市に行ってみて
はいかがでしょうか。
日時　毎週日曜日の午前7時から　※天候
などにより中止になる場合があります

　県内では、毎日約600人の献血を必要と
しています。献血は命をつなぐボランティ
ア活動です。皆さんの心温かいご協力をお
願いします
献血日　11月24日（木）
受付時間　午前10時～
午後3時30分　※正午～
午後1時を除く
受付場所　津屋崎行政センター

400㎖献血ができる人
体重　50kg以上
年齢　男性17歳・女性18歳～69歳　※65
歳以上の人は、60歳以降に献血経験があ
る人に限る
問い合わせ　県赤十字
血液センター☎092・
921・1400

１１月は地産地消月間です

献血にご協力をお願いします

▲ざるに盛られた新鮮な地魚

◀福岡の地魚や地酒、
　焼酎などを応援する
　店舗を紹介する「福
　岡の食と酒公式ア
　プリ」

県内で水揚げされる魚を紹介
する「じざかなび福岡」▶

App Store Google Play
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